
●ご使用の前に「ご注意とお願い」をよくお読みの上、正しくお使いください。

●この取扱説明書をお読みになった後は、いつでも取り出せる場所に保管してください。

取扱説明書

広辞苑
逆引き広辞苑
ジーニアス英和辞典
ジーニアス和英辞典
カタカナ新語辞典
類語辞典
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ご注意とお願 い

● 温度変化の激しいところ
● 湿度、ごみ、ほこりのあるところ
● 直射日光の当たるところ

テレビやラジオの近くで使用すると、映
像が乱れたり、雑音が入ることがありま
す。テレビやラジオから離してご使用く
ださい。

万一、故障や修理、電池交換によるデ
ータの変化や消失により生じた損害、
あるいは、本機使用により生じた逸失
利益、または第三者からのいかなる請
求についても当社では一切その責任を
負えませんので、あらかじめご了承く
ださい。

液晶表示画面はガラスでできています
ので、強く押さないでください。

本機を絶対に分解しないでください。
万一故障したと考えられる場合は、「保
証内容」に記載されていますように、
本 機 を お 買 い 上 げ の 販 売 店 、 ま た は
キ ヤ ノ ン マ ー ケ テ ィ ン グ ジ ャ パ ン 株
式 会 社 修 理 受 付 窓 口 ま で 保 証 書 を 添
え て お 持 ち い た だ く か 、 ご 郵 送 く だ
さい。

お手入れの際はシンナーなどの揮発性の
液体やぬれ雑巾は避け、乾いた柔らかい
布をお使いください。

次の場所ではご使用に
ならないでください。

液晶表示画面を強く
押さないでください。

テレビやラジオから
離してください。

分解しないでください。

日常のお手入れに
ついてのお願い。

故障などの保証の注意



Ⅱ

本機のおもな特 長
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岩波書店『広辞苑第5版』、『逆引き広辞苑』、大修館書店『ジーニアス英和辞典第3版』、

『ジーニアス和英辞典』、学習研究社『カタカナ新語辞典最新第5版』を収録のほか、ジーニアス

『和英辞典』のデータをもとに、キヤノンが編修した『類語辞典』を収録。辞典から辞典へ移

動して、見出しや本文中の単語を更に検索できるマルチジャンプ機能。

『広辞苑』では、語句を入力して慣用句検索が可能。

英語の熟語も成句検索で即座に検索。アルファベットの略語も略語検索で正式名称を素

早く検索。

文字の入力と同時に候補が検索表示されるすぐ出る検索機能搭載。

あいまいな単語もスペルチェック機能で確認。

うろ覚えの言葉でもワイルドカードサーチ機能で絞り込み検索が可能。

単語引き直しに威力を発する履歴機能。

単語帳に覚えたい単語や漢字を簡単登録。見出し語・本文内容を隠してテストする学習機能。

拡大機能で検索語句を見やすく表示。
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はじめてご使 用になる前に（ ご 使 用 前 の 準 備 ）

準 備①　電池を入れます

①本機を裏にして、電源ぶたの上
にある左右の矢印の上に指をのせ
ます。それから電源ぶたを押しな
がらはずします。

③電池ぶたをもとの位置に戻しま
す。

■ 使用済みの電池は、＋極と－極
をテープで絶縁してから、地方
自治体の条例、規則に従って廃棄
してください。くわしくは各地方
自治体にお問い合わせください。

②極性(＋、－の方向)を間違えな
いように注意しながら、付属の単
4電池2本を入れます。

RESETRESET RESETRESETRESETRESET

1

は
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に



準 備②　リセット操作をします 準 備③　本体の上部を開きます 準 備④　画面の液晶濃度を調整します

本体の裏にあるリセットスイッチ
を先の細いもので押してください。

（ →「こんなときは 」P.53参照）

①本体正面にある開閉ボタンを押
しながら、本体上部を開きます。

②見やすい角度に画面を調節して
ください。

本体右側にある濃度調整ダイヤル

を回して、見やすい濃度に調整し

てください。

■ ダイヤルを手前に回すと薄く、

反対側に回すと濃くなります。

2
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はじめてご使 用になる前に（ ご 使 用 前 の 準 備 ）

準 備⑤　システムの初期化をします

①画面に「システムを初期化しま
すか？」というメッセージが表示
されます。

③広辞苑第五版の初期画面が表示
され、本機の使用が可能となりま
す。

①

3

②初めて使用になる場合は「はい」
が 反 転 表 示 ( 黒 塗 り 表 示 ) さ れ た
状態で本機キーボード右下にあ

る           　 　 を押してくださ
い。

は
じ
め
て
ご
使
用
に
な
る
前
に



各 部の名 称

4

液晶表示画面

電源ON/OFFキー

濃度調整ダイヤル

ジョグシャトル

キーボード

開閉ボタン

は
じ
め
て
ご
使
用
に
な
る
前
に



各 部の名 称［裏面］

5

RESETRESET

リセットボタン

電池収納部

アルカリ乾電池：単4形×2本は
じ
め
て
ご
使
用
に
な
る
前
に



キーの は たらき

6

Intelligent Dictionary IDF-2100

広辞苑 英　和

履歴 関連 戻り 訳・ 決定

和　英 類　語 カタカナ クリア

文字
サイズ スペル ジャンプ

ON

Q W E R T Y U I O P

A S D F G H J K L

シフト Z X C V B N M

Q W E R T Y U I O P

A S D F G H J K L

シフト Z X C V B N M

濃

淡

慣用句検索 成句検索 単語帳 略語検索 OFF

1 あ か さ た な は ま

小文字

例文/メニュー

や ら わをん2 3 4 5

？ ＊ ー ＆

6 7 8 9 0

”
。

設定 単語学習 登録／削除

Jog-Shuttle

①

②

⑨

⑩

③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱

は
じ
め
て
ご
使
用
に
な
る
前
に



キーの は たらき

①ON/OFFキー

電源の入/切に使用します。

②ジョグシャトル

上下に動かすことで「上下カーソルキー」、押すことにより「訳・決定キー」と同じ操作ができます。
また見出し語の移動もできます。

③広辞苑/慣用句検索キー

広辞苑の検索画面を表示するときに使用します。また、　　　　　　　　　と続けて押した場合は、

慣用句検索画面に移ります。

④英和/成句検索キー

英和辞典の検索画面を表示するときに使用します。また、　　　　　　　　と続けて押した場合は、
成句検索画面に移ります。

⑤和英キー

和英辞典の検索画面を表示するときに使用します。

⑥類語/単語帳キー

類語辞典の検索画面を表示するときに使用します。また、                        と続けて押した場合は、
単語帳の画面に移ります。

7

広 辞 苑シフト

英　和シフト

類　語シフト

は
じ
め
て
ご
使
用
に
な
る
前
に

慣用句検索

成句検索

単語帳



⑦カタカナ/ 略語検 索キー

カタカナ新語辞典の検索画面を表示するときに使用します。また　　　　　　　　と続けて押
した場合は、略語検索の画面に移ります。

⑧クリアキー

文字入力中に押すと、入力中の文字をすべて消去します。また本文画面で押すと、文字入力画面
に戻ります。

⑨文字入力キー

文字、数字、英字の入力に使用します。

⑩シフトキー

慣用句検索、成句検索、単語帳、略語検索、設定などの機能は、このキーを押してから使用します。

⑪文字サイズキー/ 設定キー

表示画面上の文字サイズの切替を行う時に使用します。また、　　　　　　 と続けて押した場合は、
各種機能の設定メニューを表示します。

⑫スペルチェックキー / 単語学習キー

入力した英語句のスペルチェックをするときに使用します。また、　　　　　　と続けて押した場

合は、単語帳の学習/テストモードで、登録した単語のチェック（　）を入れることができます。

8

カタカナシフト

シフト

シフト

文字
サイズ

スペル

は
じ
め
て
ご
使
用
に
な
る
前
に

略語検索

設定

単語学習



キーの は たらき

⑬履歴キー/ 登録・削除キー

使用中の辞典で今までに調べた語句を一覧表示します。なお語句は最新のものから順に30語まで記

憶されます。また　　　　　　　と続けて押した場合は、表示されている見出し語を単語帳に登録、

または単語帳に登録した語句を削除できます。

⑭関連キー

広辞苑、英和/和英辞典では、見出し画面右上に「句」「複」が表示されている場合には、検索した
語句の慣用句・成句・複合語を調べることができます。

⑮ジャンプキー

本文画面中の語句を他の辞典に移動して調べるときに使用します。

⑯戻りキー

文字入力画面で間違えて入力した文字を１字ずつ削除したり、１つ前の画面に戻る場合に使用します。

⑰訳･決定 / 例 文・メニュー キー

語句や訳の検索、各種機能を実行するときに使用します。また、画面メニュー、例文を表示したり
できます。

⑱カーソル キー

カーソルの移動、前/次画面に移るときに使用します。また各辞典および単語帳での検索中  　　  ＋

上下のカーソルキーで、見出し語の次の単語（　　　　）、前の単語（　　　　）へ移動可能です。
9

シフト
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 各 種 機 能 の 設 定 入力方式や検索方法など、本機の各種機能の
設定を切り替えることができます。

設定メニュー 呼び 出し方法

ON /OFFを押し電源を入れ、

　　 と続けて押すと、設定メニュ

ー画面が表示されます。

ポ イント　

　　　　　　　　と続けて押すと

検索メニューが表示されます。

カーソルを下に移動させて「設定」

を選択し、　　　　　　を押しても

設定メニューが表示されます。

ポ イント　

設定を変更しないで入力画面に戻る
には　　　 または　　 を押します。

ポイント　

設定した内容の保存作業は特に必
要ありません。

クリア 戻り

10

シフト

シフト
文字

サイズ
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 各 種 機 能 の 設 定

表示メッセージ切替「Change Message」

表示メッセージを日本語/英語に
切り替えることができます(初期
設定は「Japanese」です)。

②カーソルを左右させ
「Japanese」または「Engl ish」  
を選 択します。

①カーソルを上下に移動させて
「Change Message」に合わせま
す。

English（英語）表示

11
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文字入力方式の設定「入力方式切替」

文字の入力方法を切り替えること
ができます（初期設定は「ローマ
字変換」です）。

①カーソルを上下に移動させて「入
力方法切替」に合わせます。

②カーソルを左右に移動させて「ロ
ーマ字変換」または「かな」を選
択します。

12
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 各 種 機 能 の 設 定

キー入力音の設定「キー入力音」

キー入力音の有無を設定すること
ができます（初期設定はキー入力
音「なし」です）。

②カーソルを左右に移動させて「あ
り」または「なし」を選択します。

①カーソルを上下に移動させて
「キー入力音」に合わせます。

13
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オートパワーオフの設定「オートパワーオフ」

電池の消耗を防ぐために、電源を
入れたままキー操作を行なわない
と自動的に電源が切れる機能です。
電源が切れるまでの時間は、次の
ように設定することができます(初
期設定は「3分」です)。

①カーソルを上下に移動させて
「オートパワーオフ」に合わせま
す。

②左右のカーソル     /      で数
字を選択するか、またはキーボー
ドの「1」～「0」を使用して1～10
分の範囲で電源が切れるまでの時
間を設定します。キーボードで入
力の場合、「0」は10分になります。
1分以下または10分以上の時間は
設定できません。ポイント　

オートパワーオフでOFFされた場合も、次回ONしたときにはオートパワーオフ前に表示されていた画面が
再表示されます。

14
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単語帳削除　

①カーソルを上下に移動させて「単
語帳削除」に合わせます。

②　　　　　　を押します。

③カーソルを上下に移動させて、
語句を削除したい単語帳に合わせ
ます。

④　　　　　　を押します。

⑤確認画面が表示されますので、
削除する場合はカーソルを左右に
移動させて「はい」を選択します。

⑥　　　　　　を押します。

⑦選択した単語帳に登録されてい
た全ての単語が消去されます。

ポイント　

単語帳に語句が登録されていない
場合は「単語が登録されていませ
ん」のメッセージが表示されます。
単語の登録されていない単語帳は
選択できません。

注意　

カーソルキーで項目を選択した時
点で、設定は自動的に保存されま
す。「戻り」キー等で設定画面か
ら抜けた場合でも、設定した内容
は有効になっていますので、もと
の設定に戻したい場合はもう一度
設定をし直してください。

単語帳に登録されている語句を、登録単語帳別に削除することができます

 各 種 機 能 の 設 定

15
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②読みを入力します。

ポイント　

入力訂正　間違えて文字を入力した場合は　　で一文字ずつ消去して、
もう一度入力します。　　　を押すと入力中の文字をすべて消去でき
ます。

文字入力のしかた

文字入力には｢ローマ字変換入力｣
と｢かな入力｣の２つの方法があり
ます。入力方式の設定はシフト　
文字サイズで設定画面を表示させ、
｢入力方式切替｣で変更ができます。
(→「文字入力方式の設定」P.12参照)

[例]

広辞苑の入力画面を使って｢ひょ
うげん｣を入力してみます。

①広辞苑を押して、広辞苑の画面
を表示させます。

基 本 操 作

ひ ょ　        う　           げ   ん

ローマ字変換入力の場合

かな入力の場合

ひ　　     ょ　  　      う　　   　    げ　　　　        ん

戻り

クリア

16

基
本
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基 本 操 作

文字入力のポイント

ポイント　入力にとまどいやすい文字

                　　　　⇒｢じ｣ 　　　　　⇒｢ず｣  　　　　　　　⇒｢ひぇ｣ 　　　　　⇒｢ふぁ｣ 　　　⇒｢お｣

                　　　　⇒｢ぢ｣ 　　　　　⇒｢づ｣  　　　　　　　⇒｢びぇ｣                 ⇒｢ゔぁ｣                ⇒｢を｣                

(→詳しいローマ字入力の方法は、｢ローマ字対応表｣(P.57)で確認できます)

ローマ字変換入力  

        を押した後、小文字の読みを入力します。

［例］　　　　　　　⇒　｢ゃ｣

●　促音(っ)を入力するときは、次にくる子音を続けて押しても入力ができます。

［例］　　　　　　　　　　　⇒　｢ やっと｣

●　拗音を(ゃゅょ)を入力するときは、直前の文字との組み合わせでも入力ができます。

［例］　　　　　　　　　　　　⇒　｢ひりょう｣

●　撥音(ん)の入力はＮを2回続けて押します。

［例］　　　　　　　　　　　　⇒　｢かんだ｣

小文字 (ぁぃぅぇぉっゃゅょゎ) の入力

YY AAXX

XX

YY AA TT TT OO

RR YY UUII OOHH

AA DDKK KANN NN

WW OO

OO

UUDDIIDD

EEYYHHUUZZIIZZ AAFF

EEYYBB AAVV
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文字入力のポイント

ポイント　同じ行の文字を続けて入力するとき
　　　　　例えば｢かき｣のように同じ行の文字を続けて入力するときは、はじめの文字を入力後、
                　　を使ってカーソルを次の入力位置に送ってから文字を入力します。

　　　　　［例］ 　　　　　   　　⇒ ｢かき｣

注意　       入力カーソルは、文字入力後約2秒で次の入力位置に自動的に移動します。

かな入力 

●　小文字の読みを入力してから       を押します。

［例］           　⇒　｢ゃ｣

●　 濁音を入力するときは、文字を入力してから　　を押します。

［例］           　⇒　｢が｣

●　半濁音を入力するときは、文字を入力してから　　を押します。

［例］           　⇒　｢ぱ｣

小文字 (ぁぃぅぇぉっゃゅょゎ) の入力

II JJ

JJ

YY KK

KK

WW

WW WW WW

LL

LL
”

小文字

。
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画面の見かた  各辞典で語句を検索したときに表示される画面と活用機能について説明します。

①検索した語句が見出しとして表
示されます。

②検索した語句に慣用句・成句・
複合語が含まれている場合、画面
右上にアイコンが表示されます。
これらは関連キーを押して調べる
ことができます。
(→「キーのはたらき」P.9参照)

③画面右上に矢印が表示されてい
る 場 合 は 、 本 文 の 表 示 内 容 を                               
　　　　/　　　 で上下に送る(移
動する)ことができます。(→「画
面のスクロール」P.20参照)

④検索した語句の意味、品詞、例
文等、辞典の内容が表示される本
文画面です。

ポイント　文字の拡大機能

　　 を押すと、語句を拡大して

表示することができます。

ポイント　語句の選択

　　　 /　　　 のかわりにジョグ

シャトルを使用しても同じ操作が
できます。

基 本 操 作
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見出し語候補を前後に1画面ずつ
送る場合

       を押すと、見出し語候補画面

が1画面ずつ送られます。

     を押すと、見出し語候補画面

が1画面ずつ戻ります。

見出し語候補を前後に1行ずつ送
る場合

        を押すと、次の見出し語へ

1行ずつ送られます。

        を押すと、見出し語が1行

ずつ戻ります。

画面のスクロール

画面右上に表示される矢印(↑ ↓)
は、検索した語句の候補となる見
出し語や説明内容が一画面では表
示しきれないことをあらわします。
この場合は、画面送りをしてすべ
ての内容を見ることができます。

［例］
英和辞典で｢English｣を検索します
(→「英和辞典を使う」P.26参照)
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画面のスクロール

画面を1画面ずつ送る場合

     を押すと、画面が1画面ずつ

次に送られます。

     を押すと、画面が1画面ずつ

戻ります。

｢English｣の本文画面を表示させま
す。(→｢英和辞典を使う｣P.26参照)

基 本 操 作

ポイント 語句、画面の選択・送り

　　　 /　　　　のかわりにジョグシャトルを使用しても同じ操作ができます。

本文を1行ずつ送る場合

        を押すと、1行ずつ本文が

送られます。

        を押すと、1行ずつ本文が

戻ります。
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 広辞苑を使って日本語の読みを入力し、語義を検索します。

［例］
｢狐(きつね) ｣の語義を調べます。

①               を押して、広辞苑の

入力画面を表示させます。

② 文字入力キーで読みを入力(こ
こでは｢きつね｣を入力)すると、
画面に入力文字に該当する語句が
五十音順に候補表示されます。
(→｢文字入力のしかた｣P.16参照)

注意　
収録されていない語句を入力した
場合は、その語句にいちばん近い
ものから表示されます。

ポイント　慣用句・成句・複合語の表示
本文画面右上に｢句｣｢複｣が表示さ
れている場合は、その見出し語の
慣用句、複合語を表示させること
ができます。(→「便利な機能」
P.38～39参照)
ポイント　語句の選択
             /            のかわりにジョグ
シャトルを使用しても同じ操作が
できます。

③            /              で探している

語句 ｢◇きつね【狐】｣にカーソルを

合わせて                 を 押します。

本文画面が表示されます。

語義を検索します。

広 辞 苑 を 使 う

慣用句検索
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＊(アスタリスク) を先頭に入力し、逆引き検索をします。

［例］

｢＊がえり｣から「里帰り」を検索
します

①              を押して、広辞苑の

入力画面を表示させます。

③             /          で調べたい語

句(ここでは｢◇さと-がえり【里

帰り】｣)にカーソルを合わせ

　　　　　  を押します。

本文画面が表示されます。

ポイント　語句の選択

          /            のかわりにジョグ

シャトルを使用しても同じ操作が
できます。

②                を押すと、逆引き

検索ができます。｢＊｣に続けて、

文字入力キーで読み(ここでは｢が

えり｣)を入力します。

語尾に入力文字がつく語句が五

十音順に表示されます。

(→｢ワイルドカード検索｣P.48参照)

注意
収録されていない語句を入力した
場合は、｢見出し語にありません｣
というメッセージが表示されます。

広 辞 苑 を 使 う

BB
＊

慣用句検索
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入力した語句を含む慣用句やことわざを検索します。

［例］

｢わざわい(禍)｣を含む慣用句やこ
とわざを検索します

①                       を押して、広辞

苑慣用句検索の画面を表示させま

す。

② 文字入力キーで読み（ここでは｢わざわい｣）を入力します。画面に入
力文字を含む慣用句やことわざが候補表示されます。

ポ イント　複数の語句を含む慣用句・ことわざの検索

語句の後ろに｢＆｣（　　　　 ）をはさんで複数の語句を入力すると、
入力した語句をすべて含む慣用句やことわざを検索することができます。

注意
● 動詞を入力する場合は終止形で入力してください。
(例：転じて→転じる)

●　該当する慣用句がない場合は
｢一致する慣用句がありません｣のメッセージが表示されます。

慣用句検索
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入力した語句を含む慣用句やことわざを検索します。

③　        /          で調べたい慣用

句(ここでは｢◇禍を転じて福となす｣)

にカーソルを合わせ

を押します。本文画面が表示され

ます。

ポイント　慣用句の選択

          /           のかわりにジョ

グシャトルを使用しても同じ操

作ができます。

注意　

本文画面中に「(表*)」「(図*)」

「(系図*)」が表示されている場
合は、取扱説明書中の広辞苑イラ
スト集に表・図・系図が記載され

ています。(→「広辞苑イラスト集」

P.59～135参照)

広 辞 苑 を 使 う
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②文字入力キーで語句(ここでは
｢cup｣)を入力します。画面に入
力文字に該当する語句がアルファ
ベット順に候補表示されます。

注意

辞書に収録されていない語句を入
力した場合、そのつづりに近い単
語から候補表示されます。

ポイント　例文・解説の表示

本文画面に例文または解説がある

場合、             を押すと例文が

選択され、もう1度　　　　　

を押すと例文解説が表示されます。

表示後、もう1度               を押

すと、元の本文画面（例文・解説

非表示）に戻ります。ポイント　

慣用句・成句・複合語の表示

本文画面右上に｢句｣｢複｣が表示さ

れている場合、成句や複合語を表

示させることができます。

(→「便利な機能」P.38～39参照)

ポイント　語句の選択

        /            のかわりにジョ

グシャトルを使用しても同じ操作

ができます。

③           /          で調べたい語句

( こ こ で は ｢ c u p ｣ ) に カ ー ソ ル

を合わせ                  を押します。

本文画面が表示されます。

ジーニアス英和辞典を使って英語句を入力し、和訳を検索します。

［例］
英単語｢cup｣を入力して、和訳を

検索します。①              を押し

て、英和辞典の入力画面を表示さ

せます。

英 和 辞 典 を 使 う

英　和

成句検索
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 ジーニアス和英辞典を使って日本語読みを入力し、英訳を検索します。

［例］

｢紅茶(こうちゃ)｣を入力して、英
訳を検索します。

①    和     を押して、和英辞典の

入力画面を表示させます。

② 文字入力キーで読み（ここでは
｢こうちゃ｣）を入力します。画面
に入力文字に該当する語句が五十
音順に候補表示されます。

注意

辞書に収録されていない語句を入
力した場合、その読みに近い語句

から候補表示されます。

③            /           で調べたい語

句(ここでは｢こうちゃ｣)にカーソ

ルを合わせ                を押しま

す。

ポイント　語句の選択

        /            のかわりにジョ

グシャトルを使用しても同じ操作

ができます。

和 英 辞 典 を 使 う

和　英
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英語の成句(熟語)を入力し、和訳を検索します。

［例］
｢have｣と｢day｣を使った成句を
調べます。

①                       を押して、成句

検索の画面を表示させます。

③          /            で調べたい

語 句 ( こ こ で は ｢ ◇ h a v e [ g e t ]  

one's day｣)にカーソルを合わせ

　　　　　 を押します。本文画面

が表示されます。

ポイント　成句の選択

　　　 /　　　  のかわりにジョ

グシャトルを使用しても同じ操作

ができます。

②文字入力キーで語句(ここでは
｢have｣と｢day｣)を入力します。
画面に入力文字に該当する成句(熟
語)が候補表示されます。

ポイント 複数の単語を含む成句の入力

複数の単語を含む成句を検索する
場合は、単語の後ろに
を押して｢＆｣を入力します。

注意

該当する慣用句がない場合は｢一
致する成句がありません｣のメッ
セージが表示されます。

＆

英 和 辞 典 を 使 う

成句検索
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ジーニアス和英辞典を使って日本語読みを入力し、英訳を検索します。

ポイント  例文・解説の表示

本文画面に例文または解説がある

場合、             を押して例文を

選択し、もう１度　　　　　　を押

すと例文または解説が表示されま

す。表示後、もう1度　　　　　　

を押すと、元の本文画面（例文・

解説非表示）に戻ります。

ポイント  複合語の表示

本文画面右上に｢複｣が表示されて

いる場合、複合語を表示させるこ

とができます。

(→「便利な機能」P.39参照)

ポイント  語句の選択

          /            のかわりにジョ

グシャトルを使用しても同じ操作

ができます。

注意　

カタカナ語を検索する場合でも、
入力された語句はひらがなで表示
されます。

和 英 辞 典 を 使 う
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［例］

「セールス」の語義を調べます。

①            を押して、カタカナ新

語辞典の入力画面を表示させます。

②文字入力キーで単語(ここでは「セールス」)を入力します。入力文字
に該当する単語が五十音順に表示されます。

ポイント　長音を入力する場合は、母音を続けて入力するか、

               で音引き(「ー」)を入力します。

注意　収録されていない単語を入力した場合は、その単語のいちばん近い
ものから表示します。

カタカナ語辞典を使う
外来語や和製英語などの意味を調べることが
できます。アルファベット略語の検索もできます。

せ え　        る　　    す　　　　　      せ　　 ー　　     る     　  す

カタカナの読みを入力し、語義を検索します。

QQ QQ QQ QQEE EE EE EE EE EEEE

EE EE EE EE EE EEEE OO OO OO

OO OO OO

EE EE RR UUUU SSSS

シフトシフト NN

カタカナ

［例］「セールス」をローマ字入力する場合

または

または

ローマ字入力の詳しい入力方法については、「ローマ字／かな対応表」
（P.57～58）を参照してください。

［例］「セールス」をかな入力する場合

せ　　　　            え　　　             る　　　         す

せ　　　　      ー　　　　  る　　　         す

ー
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③             /            で調べたい語

句(ここでは｢セールス｣)にカーソ

ルを合わせ                を押しま

す。本文画面が表示されます。

ポイント　語句の選択

           /           のかわりにジョ

グシャトルを使用しても同じ操

作ができます。

カタカナの読みを入力し、語義を検索します。

カタカナ語辞典を使う
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略語を検索します。 アルファベット略語の正式名称と、その意味を調べることができます。

［例］
「NATO」の正式名称を調べます。

①　　　　　　　　を押して、略

語検索の入力画面を表示させます。

②入 力 キ ー で 略 語 （ こ こ で は
「NATO」）を入力します。
画面に入力文字に該当する略語が
候補表示されます。

注意　

収録されていない単語を入力した
場合は、その単語にいちばん近い
ものから表示されます。

③　　　　/　　　　で調べたい

語句(ここでは｢NATO｣)にカーソ

ルを合わせ　　　　　　を押しま

す。

本文画面が表示されます。

ポイント　語句の選択

　　　　/　　　　のかわりにジョ

グシャトルを使用しても同じ操作

ができます。

カタカナシフト
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同意語など、似た意味を持つ英単語を調べることができます。

［例］
英単語｢for｣を入力して、類語を
調べます。

①　　　　　を押して、類語辞典

の入力画面を表示させます。

③　　　　/　　　　で調べたい英

単語(ここでは｢for｣)にカーソルを

合わせ　　　　　　を押します。

本文画面が表示されます。

ポイント　英単語の選択

　　　 /　　　　のかわりにジョ

グシャトルを使用しても同じ操作
ができます。

②文字入力キーで英単語(ここで
は｢for｣)を入力します。画面に入
力文字に該当する単語がアルフ
ァベット順に候補表示されます。

注意

辞書に収録されていない単語を
入力した場合、そのつづりに近
い単語から候補表示されます。

類 語辞典を使う

類　語
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便 利 な 機 能

通常ジャンプでほかの辞典へジャンプします。

［例］

｢necessary｣の本文画面中の｢必然｣
の意味を調べます(ジーニアス英
和辞典→広辞苑へジャンプします)

① 英和で｢necessary｣の本文画面
を表示させます。

② ジャンプを実行します。ジャン
プを押すと、見出し語｢necessary｣

が反転します。この時画面右上に

は 　 の マ ー ク が 表 示 さ れ ま す 。        

　　　/          /   　 / 　 でカーソル

を移動させ、本文中の｢必然｣に合
わせます。

ポイント 2文字以上の語句の選択
最初にカーソルを「必」に合わせ

て文字を反転させた後、再度     

を押し、    で「然」まで文字範囲

を広げます。

　この時、画面右上の　　マーク

は黒く反転します。

③                 を押して、ジャン

プを実行します。

ポイント　ジャンプ先の選択

ジョグシャトルを使用しても同じ
操作ができます。

④ ジャンプ先の辞書候補が表示さ

れます。          /         でカーソル

を調べたい辞書(ここでは｢①広辞

苑｣)に合わせ、                を押し

ます。｢必然｣の「広辞苑」本文画

面が表示されます。

ジャンプ
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訳・決定キーでほかの辞典へジャンプします

                 を押すことで、調べた

語句の本文や、例文、解説文内に

使われている単語や漢字をほかの

辞典にジャンプさせて、さらに詳

しく意味を調べることができます。

日本語(漢字/かな)が選択されている場合は

・ 広辞苑

・ ジーニアス和英辞典

・ カタカナ新語辞典

英単語が選択されている場合は

・ ジーニアス英和辞典

・ 類語辞典

・ カタカナ新語辞典略語検索

にジャンプすることができます。

ジャンプ先の辞典を決定するには、

　　　　/　　　　でジャンプした

い辞典を黒く反転させ、　　　　　

を押します。または数字キーでジ

ャンプしたい辞典の番号を選択し

ます。

ポイント　辞典の選択

ジョグシャトルを使用しても同じ

操作ができます。

注意

該当する候補がジャンプ先の辞典

にない場合は｢一致する見出語があ

りません｣のメッセージが表示され

ます。

便 利 な 機 能
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辞典指定ジャンプでほかの辞典へジャンプします。

ど の 辞 典 に ジ ャ ン プ さ せ る か

が は っ き り し て い る 場 合 は 、

　 　　　　を押す代わりにジャ

ンプ先の辞典キーを押してくだ

さい。より効率的に検索するこ

とができます。

［例］

｢必然｣の本文画面中の｢偶然｣の英
訳を調べます。（34ページ｢①｣か
らの続きとして説明します）

③　　　   を押すと、直接｢和英
辞典｣にジャンプします。｢偶然｣
の本文画面が表示されます。

注意

該当する候補がジャンプ先の辞典
にない場合は｢一致する見出語が
ありません｣の
メッセージが表示されます。

②｢必然｣の画面が表示された状

態で　　を押すと、見出し語の

頭文字｢ひ｣が反転します。

　　　/         /   　 /  　でカーソル

を移動させ、｢偶然｣に合わせます。

ポイント 2文字以上の語句の選択

最初にカーソルを「遇」に合わ

せて文字を反転させた後、再度

　　を押し、　　で「然」まで文

字範囲を広げます。

和　英

ジャンプ

ジャンプ
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参照ジャンプを実行します。

本文画面上に｢   ｣が表示された
場合、その単語や語句の参照語に
ジャンプすることができます。

［例］

｢necessary｣の本文画面解説文

中にある参照語｢necessity2｣に
ジャンプします。（34ページ｢①｣
からの続きとして説明します）

②｢necessary｣の本文画面が表示

された状態で　　 を押します。

③　　　/ 　　 /　　/  　/で

カーソルを移動させ、｢     ｣に合わ

せます。

④｢     ｣が反転表示されている状
態で　　　　　　を押します。ジ
ャンプ先を選択する必要なく参照
先｢necessity｣の本文画面へジャ

ンプします。注意

参 照 先 に よ っ て（ 語 法 な ど の 場

合）、ジャンプしたときに例文が
展開される場合があります。

便 利 な 機 能

ジャンプ
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関連

関連語句を調べる  広辞苑から慣用句、英和辞典から成句を表示します

広辞苑または英和辞典の本文画面
に｢句｣が表示されている場合は、
その見出し語を使った慣用句また
は成句を表示することができます。

［例］

｢すずめ｣の本文画面から、慣用句
を表示します。

①広辞苑で｢すずめ｣の本文画面を
表示させます。見出し語の右側に
｢句｣が表示されていることを確認
します。

②      を押します。慣用句リスト
が表示されます。

③　　　/　　　でカーソルを移

動させ、調べたい語句(ここでは｢③

～百まで踊を忘れず｣)に合わせ、

　　　　　 を押します。慣用句

の本文画面が表示されます。

ポイント　慣用句の選択
ジョグシャトルを使用しても同じ
操作ができます。

注意
ここでは広辞苑を例にしていますが、
英和辞典でも操作方法は同じです。
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広辞苑、英和辞典、和英辞典から複合語を表示します。

広辞苑または英和辞典、和英辞典
の本文画面右上に「複」が表示さ
れている場合は、その見出し語を
使った複合語を表示することがで
きます。

［例］

｢bread｣の本文画面から、複合語
を 表 示 し ま す 。 ① 英 和 辞 典 で
｢bread｣の本文画面を表示させま
す。見出し語の右側に｢複｣が表示
されていることを確認します。

②       を押します。複合語リス
トが表示されます。

注意

本文画面右上に「句」と「複」両
方が表示されている場合、    を
押すと先に成句リストまたは慣用
句リストが表示されます。複合語
リストを表示するには、もう一度
       を押してください。

③ 複合語リストが表示されます。
　　 /　　　でカーソルを移動さ
せ、調べたい語句(ここでは｢④～
knife｣)に合わせ、　　　　　を
押します。
複合語の本文画面が表示されます。

ポイント　複合語の選択

ジョグシャトルを使用しても同じ
操作ができます。

注意

ここでは英和辞典を例にしていま
すが、広辞苑、和英辞典でも操作
方法は同じです。

関連

関連

関連
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使用可能な辞典機能
●　英和辞典 
●　和英辞典

［例］

｢water｣の例文と解説文を表示/非
表示します

① 英和辞典で｢water｣の本文画面
を表示させます。本文画面解説中
に　　　があることを確認します。

②　　　　　　を押します。

　　 が黒く反転します。もう一

度          　　を押すと例文が表

示されます。

ポイント　例文、解説文の選択

例文、解説文が複数ある場合は、

　　　/　　　でカーソルを移動さ
せて選択し、　　　　　で例文、

解説文を表示させます。ポイント

　例文、解説文の選択
ジョグシャトルを使用しても同じ
操作ができます。

③例文、解説文を参照するには、
　　　/　　　で画面を下方向に画
面をスクロールします。

ポイント　例文、解説文の参照
ジョグシャトルを使用しても同じ
操作ができます。

④再度 　　　　　 を押すと、例文、
解説文が非表示状態に戻ります。

注意
例文または解説がない場合は｢表
示する例文がありません｣のメッ
セージが表示され、2秒後に元の
画面に戻ります。

例文・解説の表示について 本文画面上では、例文または解説文の表示/非表示ができます。

例文例文

例文例文



［例］
英単語「willing」を単語帳に登録
します。

①英和辞典で「willing」の本文画
面を表示させます。

注意　
同じNo.の単語帳にすでに同じ語
句が登録されている場合は「既に
登録されています」のメッセージ
が表示されます。違うNo.の単語
帳に同じ語句を重複して登録する
ことはできます。
ここでは英和辞典を例にしていま
すが、ほかの辞典でも操作方法は
同じです。

登録した単語にチェックを入れる

登録した単語のリスト画面、また

は本文画面表示中に　　　　　　

を続けて押すと単語の先頭にチェ

ックを入れることができます。

もう一度　　　　　を押すとチェ

ックをはずすことができます。

③　　　 /　　　でカーソルを移
動させ、単語帳(ここでは｢①単語
帳No.1｣)に合わせます。
　　　　　 を押すと見出し語が
単語帳に登録され、“『単語帳
No.1』登録されました”というメ
ッセージが表示されます。

ポイント　登録を中止する

登録する単語帳の選択画面で　　
を押してください。

ポイント　登録できる単語数

総数1000語まで登録することが
できます。単語帳ごとの登録制限
はありません。

②　　　　　　を続けて押すと、

画面に“登録する単語帳を選択し

てください”というメッセージが

表示されます。

覚えたい語句を単語帳に登録します。

単 語 帳 を 使 う

登録／削除

各辞典に収録されている語句を単語帳に登録することができます。

シフト 履歴
戻り

シフト スペル

単語学習

シフト スペル

単語学習
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単語帳の設定をします。①

①　　　　　　　を続けて押して

単語帳の初期画面を表示させます。

　　 /　　　でカーソルを移動さ

せ、設定したい単語帳(ここでは｢①

単語帳No.1｣)に合わせを押しま

す。

ポイント 単語帳の選択

ジョグシャトルを使用しても同じ
操作ができます。

②　　　 /　　　で設定したい項

目を選択します。次に　　/　　

で設定したい項目内容を選択します。

設定を終了するには　　　/　　　

でカーソルを「開始」に合わせ、

　　　　　 を押します。

ポイント　設定項目の選択
ジョグシャトルを使用しても同じ
操作ができます。

ポイント　本文の移動

　　　　　　/　　　を続けて押す
と、前見出し、次見出しの本文に
移動することができます。
ただし、あらかじめ単語が登録さ
れている場合に限ります。

ポイント 辞書のアイコン
単語帳のリストに表示される、辞
典の種別を表すアイコンは次のと
おりです。

　  ：広辞苑

　  ：英和辞典

　  ：和英辞典

　  ：カタカナ新語辞典

　  ：類語辞典

ポイント　設定項目の詳細
設定項目の詳しい内容については、
以下を参考にしてください。

単語帳

シフト

シフト

類　語
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単 語 帳 を 使 う

● 表示順：登録した単語の表示順
　　　　  を設定します。

  登録順：単語帳に登録した順に
　　　　  単語を表示します。

  アルファベット順：
　　　　  英単語ならアルファベッ
　　　　  ト順、日本語なら五十音
　　　　  順に登録した単語を表示
　　　　  します。

●辞典別：登録した単語を辞典別に
　　　　 表示します。

  は   い：辞典別に分けて単語を表示
              します。
  いいえ：辞典に関係なく登録した
              順に単語を表示します。

●チェック済み：チェックを入れ
                  た単語の表示を設定
                  します。
  表示する：チェック済み単語を
                  表示します。
  表示しない：チェック済み単語を
                  表示しません。

●表示方法：登録した単語の表示
                  方法を設定します。
  全ての内容を表示：
                   見出し語とその内容を
                  表示します。
  見出し語を隠した表示から：
                見出し語は表示されず、
                内容のみ表示されます。
  内容を隠した表示から：
                 見出し語のみ表示され、
                 内容は表示されません。

単語帳の設定をします。②

注意

同じ文字が複数登録されている場
合、アルファベット順の単語は登
録順に表示されます。
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単語の内容を非表示にします。

表示方法の設定を活用 表示方法の設定を変更することで、単語からその内容を
テストしたり、内容から単語を学習することができます。

①                     を続けて押して

単語帳の初期画面を表示させます。

      /       でカーソルを移動さ

せ、単語の内容を非表示にしたい

単語帳(ここでは｢①単語帳No.1｣) 

に合わせ              を押します。

ポイント　単語帳の選択

ジョグシャトルを使用しても同じ

操作ができます。

②          /          で「表示方法」

を 選 択します。 次 に      /      で

「内容を隠した表示から」を選択
します。        /        でカーソル
を「開始」に合わせ、            
を押します。

④「意味を考えてください」の

メッセージが表示されます。

③        /        でカーソルを移動
させ、テストしたい単語(ここでは
｢① willing｣)に合わせ 
を押します。

ポイント　単語の選択
ジョグシャトルを使用しても同じ
操作ができます。

シフト 類　語

単語帳

44

便
利
な
機
能



①                    を続けて押して

単語帳の初期画面を表示させます。

　　　/             でカーソルを移動さ

せ、単語の内容を非表示にしたい

単語帳(ここでは｢①単語帳No.1｣)

に合わせ             を押します。

ポイント　単語帳の選択

ジョグシャトルを使用しても同じ
操作ができます。

④画面見出し語表示部分に？が表
示されます。

②　　　 /          で「 表 示 方 法 」

を選択します。次に     /       で
「見出し語を隠した表示から」を

選択します。        /          でカーソ
ル を「開始」に合わせ、
を押します。

③          /          でカーソルを移
動させ、テストしたい単語 (こ
こ で は ｢ ① w i l l i n g ｣ ) に 合 わ せ

               を押します。ポイン

ト　単語の選択
ジョグシャトルを使用しても同
じ操作ができます。

表示方法の設定を活用

単語を非表示にし、内容だけを表示します。 

シフト 類　語
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各単語帳に登録したデータは、1単語ずつ、または
単語帳ごとにまとめて削除することができます。

①単語帳を選択し、登録されてい
る単語のリストを表示させる。                    
　　　/　　　でカーソルを移動
させ、単語帳から削除したい単語
の前にある丸数字を黒く反転させ、              
　　　　　　を押して本文画面を
表示させます。

②                  を続けて押すと、
画面に“『単語帳No.1』単語帳か
ら削除しますか？”のメッセージ
が表示されます。

③ 　  /　　で｢はい｣を選択し

　　　　　 を押します。画面に
“『単語帳No.1』削除されました”
のメッセージが表示されます。削除
後は次の登録語の本文画面または
単語帳の先頭画面が表示されます。

ポイント　削除を中止する

 　 /　　で｢いいえ｣を選択し

 　　  　　 を押します。

注意　

単語帳の表示方法が「全ての内容を
表示」に設定されていない場合は、
削除できません。

単語帳データを単語帳別にまとめ

て削除する場合は、　　　　　を

続けて押し、設定メニュー画面を

表示させます。

その後　　　/　　　で「単語帳削

除」項目を選択し、削除を行ない

ます。（→「単語帳削除」P.15参

照）

登録／削除

単語帳のデータの削除

1単語ずつ削除する。 単語帳別にまとめて削除する。

設定

履歴シフト

シフト 文字
サイズ
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 英単語のつづりがはっきりとわからないときは、スペルチェック機能であいまいなつづりのまま候補を絞り込むことができます。

［例］
｢fizical｣と入力して｢physical｣を
検索してみます。

①英和辞典の入力画面で、あいま
い な つ づ り の 英 単 語 ( こ こ で は
｢fizical｣)を入力します。

②　　　  を押します。｢スペルチ

ェック中｣のメッセージが現れ、

入力した文字を自動的にスペルチ

ェックします。

③スペルチェックが終了すると、
該当する英単語が｢該当｣欄に、候

補が｢候補｣欄に表示されます。注

意

該当する英単語がない場合は、｢該
当｣欄には｢見つかりませんでした｣
のメッセージが表示され、入力に
類似した単語が｢候補｣欄に表示さ
れます。

ス ペ ル チ ェ ッ ク 機 能  

スペル

単語学習

④          /          でカーソルを移
動させ、調べたい英単語(ここで
は｢①physical｣)を選択します。

⑤  　               を押します。本

文画面が表示されます。

注意

スペルチェック結果表示画面

｢該当｣｢表示｣ともに単語が見つか

らなかった場合は、｢語句が見つ
かりませんでした｣のメッセージ
が表示され、2秒後に元の画面に
戻ります。
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ポイント　｢＊｣と｢？｣について

不明な文字の代わりに入力する｢＊｣、｢？｣
をワイルドカードといいます。
｢＊｣は任意の文字列を意味します。このと
き文字数に制限はありません。
例えば｢liq＊｣と入力した場合、『先頭3文字が
｢liq｣で始まり、4文字目以降のつづりがわか
らない単語』となります。
｢？｣は任意の文字を意味します。このとき
｢ ？ ｣ １ つ が 1 文 字 に 相 当 し ま す 。 例 え ば
｢liq？？？｣と入力した場合、『先頭3文字
が｢liq｣で始まる6文字の単語』となります。

［例］ 

｢菊(chrysanthemum)｣のつづりを｢＊｣を使って調べます。

ここでは、『最初は｢chr｣で始まり、最後は｢m｣で終わる単語
で、その間のつづりがわからない』という前提で説明します。

英和辞典で｢chr＊（　　　　　）m｣と入力します。

先頭が｢chr｣で始まり、｢m｣で終わる単語の候補が表示されます。

ポイント  ｢＊｣を使って検索する場合

検索対象となる単語は｢chr｣で始まり、最後が｢m｣であれば、

その間はどんな文字で何文字でもかまわないということにな
ります。

調べたい語句「chrysanthemum」を選択して　　　　　　　を押します。

BB
＊

シフト

ワ イ ル ド カ ー ド 検 索

つづりが不明な英単語や意味があいまいな語句を調べる場合、その不明部分に｢＊（アスタリスク）｣や
｢？（クエスチョン）｣を代わりに入力することで、候補の絞込みや、逆引きによる検索ができます。
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［例］ 

｢醸造する(brew)｣の2文字目が｢r｣か｢l｣かを

｢？｣を使って調べます。？（     　　　 ）ジー

ニアス和英辞典で｢b？ew｣と入力します。

先頭が｢b｣で始まり、2文字目がわからない

｢ew｣で終わる4文字の単語が表示されます。

ポイント  ｢？｣を使う検索

単語の文字数がわかっているときの検索に

便利です。

［例］ 

語尾に｢そら｣のつく語句を逆引きします。

広辞苑で｢＊そら｣と入力します。

｢そら｣が最後につく語句が五十音順に表示されます。

注意

逆引き検索は、検索時間が長くなることがあります。途中で
検索を中止する場合は            を押してください。

注意

該当する候補がない場合は、｢見出し語にありません｣のメッ
セージが表示されます。

ワイルドカード検索は、広辞苑、英和検索、和英検索、カタカナ語検索、カタカナ略語検索、類語検索で使用することができます。

Vシフト

？

ワ イ ル ド カ ー ド 検 索

クリア
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今までに検索した英単語や語句を履歴として一覧表示させ、見出し語を引き直すことができます。

［例］
以前に英和辞典で調べた語句を引
き直します。

①              を押して、英和辞典

の入力画面を表示させます。

注意　

今まで一度も利用していない辞典
の場合は、｢履歴は残っていません｣
のメッセージが表示されます。

ポイント 履歴に記憶される語数

語句は、最新のものから30語ま
で記憶されています。
履歴が30語以上になった場合は、
新しく語句を調べるたびに古い語
句から順に消去されていきます。

②          を押します。今までに

調べた英単語が履歴表示されます。

③         /        でカーソルを移動

させ、調べたい語句を選択します。

                を押して、本文画面

を表示させます。

履 歴 表 示 機 能

英　和

履歴

ポイント 英単語の選択

ジョグシャトルまたは文字入力キ
ーの番号キーを押しても同じ操作
ができます。

注意 

入力画面で文字を入力している状

態から履歴表示を行ない、     で

入力画面に戻ると、入力していた

文字は消去されます。

全ての検索モードで使用可能です。

戻り
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辞典のデータについて

本機に収録した辞典の内容（記述内容についてのお問い合わせはP.169参照）

◆『広辞苑第五版』(岩波書店)
◆『逆引き広辞苑第五版対応』(岩波書店)
◆『ジーニアス英和辞典第3版』(大修館書店)◆『ジーニアス和英辞典』(大修館書店)
◆『類語辞典』(大修館書店監修)
◆『カタカナ新語辞典最新第五版』(学習研究社)

各所作物と著作権など

『広辞苑第五版』(IC辞典版)　©1998、2002
編者/新村出　著作権者代表/財団法人新村出記念財団　発行所/株式会社岩波書店　
発売元/Canon Electronic Business Machines (H.K.) Co., Ltd.
この電子辞典に格納されているデータは、著作権法によって保護されており、私的使用の範囲を超えての転
載･複製などは禁じられています。また、この電子辞典に格納されているデータを引用した著作物を公表す
る場合には、出典名・発行会社を明記してください。
『広辞苑』は、株式会社岩波書店の登録商標です。

※ 『逆引き広辞苑第五版対応』について

書籍版『逆引き広辞苑第五版対応』(岩波書店辞典編集部編)収録の「囲み記事」は、この製品には収録され
ておりません。
この製品は、書籍版『広辞苑第五版』の全項目について「逆引き(後方一致検索)」が行なえます。

著 作 権 な ど

著
作
権
な
ど
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作
権
な
ど

※ 『広辞苑第五版』収録図版に関してハードウェアの制約により、表・図・系図については取扱説明書に
記載しています。これらはIC辞典各項目の本文の解説最終行に「(表＊)」「(図＊)」「(系図＊)」としてい
ます。岩波書店承認のもと、書籍より一部図表を割愛しておりますので、取扱説明書にも記載されていない
ものがあります。

『ジーニアス英和辞典/和英辞典』編集主幹/小西友七・南出康世本機に収録されている辞典の内容は、『ジ
ーニアス英和辞典第3版』及び『ジーニアス和英辞典』を、大修館書店のご協力を得て電子化したものです。
『ジーニアス英和辞典第3版』及び『ジーニアス和英辞典』は小西友七氏・南出康世氏と大修館書店の著作
物であり、著作権法によって保護されているため、無断で複写・転載することはできません。

※ 図版、一部の表などを除き、書籍版(大修館書店刊)のほぼ全内容を収録していますが、電子化の仕様上、

大修館書店の監修に基づき書籍版の内容を改変した部分があります。『類語辞典』
『類語辞典』は、大修館書店監修に基づきキヤノンが製作したデータであり、書籍としては存在しません。

『カタカナ新語辞典最新第五版』

編集/学研辞典編集部備考　● 電子化の仕様上、書籍とは内容の一部が異なる場合があります。
　　　● 画数の多い漢字は液晶表示の都合上、一部簡略化しており、正確に表示できないものがあります。
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キーを押しても動作しないときは

本機使用中に、強度の外来ノイズや強いショックを受けた場合など、
ごくまれに全てのキーが機能しなくなる等の異常が発生することがあ
ります。このような異常が発生した場合は、リセットスイッチを押し
てください。初期状態に戻ります。

①本体裏面のリセットスイッチを押します。注意　
先のとがったものでリセットスイッチを押します。ただし芯の出たシ
ャープペンシル、先の折れやすいもの、針のように先が鋭利なものは
使用しないで下さい。リセットスイッチが押された状態のままになっ
たり、損傷する可能性があります。

②リセットスイッチを押すと、下
のようなメッセージが表示されま
す。「はい」を反転させた状態で
                を押します。

注意

「はい」を選択すると、単語帳に
登録されたデータ及び履歴データ
はすべて消去され、すべての設定
が初期化されます。「いいえ」を
選択した場合は、データは失われ
ずそのまま保存されます。

こ ん な と き は
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ただし次のような場合は、必ず「は
い」を選択してリセットしてくだ
さい。

● 本機をはじめてご使用になるとき

● 長時間電池を入れず放置した後

で、再びご使用になるとき※強度

の外来ノイズや強いショックを受
けたことにより異常が発生した場
合は、「いいえ」を選択しても「メ
モリーデータに異常が発見されま
した システムを初期化していま
す」というメッセージが表示され
ます。
この場合は記憶内容はすべて消去
され、設定も初期化されます。

※画面に何も表示されない、画面
が真黒で何も見えないなどの場合
は、本体右側にある濃度調整ダイ
ヤルで画面の濃度を調整してみて
ください。（→｢はじめてご使用
になる前に｣P.2参照）
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本体の電池が消耗してきた場合、電源ON時に「電池を交換してください」のメッセージが表示されますので、
すみやかに電池を交換してください。また、電池が著しく消耗したときには「電池残量不足の為処理を実行
できません　電源をOFFします。決定キーを押してください」というメッセージが表示され、　　　　　を
押すと電源が切れます。この場合もただちに電池を交換してください。本機の電池は、単4形アルカリ電池
(LR03)を2本使用しています。交換の際も同じ電池をご使用ください。

電池交換時のご注意

電池交換時は、以下を必ずお守りください。データが消去されますので充分ご注意ください。

　　 電池交換は、必ず電源を切ってから行なってください。

　　 電池交換時、約1分間は単語帳および履歴の内容は保持されています。その間にすみやかに電池を交換し
　 てください。

　　 電池は2個とも新しいものに交換してください。

　　 電池の極性(＋、－の方向)を間違えないようご注意ください。

 電 池 交 換 時 の ご 注 意
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①電源を切り、本体を裏にして電
池ぶた上の左右の矢印の上に指を
のせます。それから電池ぶたを押
しながらはずします。

②極性(＋、－の方向)を間違えな
いように注意しながら、乾電池を
2個とも交換します。

③電池ぶたをもとの位置に戻しま
す。

ポイント　

画面に「システムを初期化します
か？（単語帳・履歴データは削除
されます）」というメッセージが
表示された場合は、「いいえ」を
選択し　　　　　　を押してくだ
さい。

電 池 交 換 の し か た

RESETRESET RESETRESETRESETRESET
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ロ ー マ 字 ／ か な 対 応 表
ローマ字の入力方法がわからないときは、
この表で確認してください。表記1、表記2、
表記3、いずれでも入力することができます。

ひらがな
あ
い
う
え
お

か
き
く
け
こ

さ
し
す
せ
そ

た
ち
つ
て
と

な
に
ぬ
ね
の

表記1
A
I
U
E
O

K A
K I
K U
K E
K O

S  A
S  I
S  U
S  E
S  O

T  A
T  I
T  U
T  E
T  O

N A
N I
N U
N E
N O

表記2

Q U

C O

S  H I

C H I
T  S  U

表記3

C I

ひらがな
は
ひ
ふ
へ
ほ

ま
み
む
め
も

や
ゆ
よ

ら
り
る
れ
ろ

わ
ゐ
ゑ
を
ん

表記1
H A
H I
H U
H E
H O

M A
M I
M U
M E
M O

Y A
Y U
Y O

R A
R I
R U
R E
R O

W A
W I
W E
W O
N *

表記2

F  U

L  A
L  I
L  U
L  E
L  O

表記3
ひらがな

が
ぎ
ぐ
げ
ご

ざ
じ
ず
ぜ
ぞ

だ
ぢ
づ
で
ど

ば
び
ぶ

う (ヴ)
べ
ぼ

表記1
G A
G I
G U
G E
G O

Z A
Z I
Z U
Z E
Z O

D A
D I
D U
D E
D O

B A
B I
B U
V U
B E
B O

表記2

J  I

表記3

● 濁音

ひらがな
ぱ
ぴ
ぷ
ぺ
ぽ

表記1
P A
P I
P  U
P E
P O

表記2 表記3

● 半濁音

ロ
ー
マ
字
／
か
な
対
応
表
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● 拗音
ひらがな

きゃ
きゅ
きょ

しゃ
しゅ
しぇ
しょ

ちゃ
ちぃ
ちゅ
ちぇ
ちょ

にゃ
にぃ
にゅ
にぇ
にょ

ひゃ
ひゅ
ひぇ
ひょ

ふぁ
ふぃ
ふぇ
ふぉ

ぴゃ
ぴゅ
ぴょ

みゃ

表記1
K Y A
K Y U
K Y O

S  Y A
S  Y U
S  Y E
S  Y O

T  Y A
C Y I
T  Y U
T  Y E
T  Y O

N Y A
N Y I
N Y U
N Y E
N Y O

H Y A
H Y U
H Y E
H Y O

F  A
F  I
F  E
F  O

P Y A
P Y U
P Y O

M Y A

表記2

S  H A
S  H U
S  H E
S  H O

C H A

C H U
C H E
C H O

表記3

C Y A

C Y U
C Y E
C Y O

● 拗音
ひらがな

みゅ
みょ

りゃ
りゅ
りょ

ぎゃ
ぎゅ
ぎょ

じゃ
じゅ
じぇ
じょ

ぢゃ
ぢゅ
ぢぇ
ぢょ

でぃ
てぃ

びゃ
びゅ
びぇ
びょ

ゔぁ(ヴァ)
ゔぃ(ヴィ)
ゔぇ(ヴェ)
ゔぉ(ヴォ)

くゎ
ぐゎ

表記1
M Y U
M Y O

R Y A
R Y U
R Y O

G Y A
G Y U
G Y O

Z Y A
Z Y U
Z Y E
Z Y O

D Y A
D Y U
D Y E
D Y O

D Y I
T  Y I

B Y A
B Y U
B Y E
B Y O

V A
V I
V E
V O

K W A
G W A

表記2

L  Y A
L  Y U
L  Y O

J  A
J  U
J  E
J  O

表記3

● 拗音
ひらがな

くぁ
くぃ
くぇ
くぉ

表記1
Q A
Q I
Q E
Q O

表記2 表記3

● 小文字
表記1
X A
X I
X U
X E
X O

X T  U
X Y A
X Y U
X Y O
X W A

表記2

XT S U

表記3

**

ひらがな
ぁ
ぃ
ぅ
ぇ
ぉ

っ
ゃ
ゅ
ょ
ゎ

* 「ん」の次に「あ行」の文字、または
「な行」「や行」の文字がくるときは、
「ん」は「ＮＮ」と入力します。

【例】「はんい」… H A N N I
 「そんな」… S  O N N N A

それ以外は「ん」は「Ｎ」と入力してかまいま
せん。

** 促音（小文字の「っ」）は、次にくる文字
の子音を続けて入力することによっても
入力することができます。

【例】「さっき」… S  A K K I

ロ
ー
マ
字
／
か
な
対
応
表
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広 辞 苑 イ ラ ス ト 集
本機の「広辞苑　第五版」において、検索結果の画面で、
各項目本文の最終行に（→図＊）（→表＊）（→系図＊）の表示があり、
画面に表示できない図・表などを50音順に収録しています。
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アイビー‐リーグ

足利

あ行
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位階 一般角
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インド

遺伝暗号
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雲級
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干支
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江戸幕府
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オリンピック競技
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音名

オリンポス
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か行

階級
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鎌倉幕府

紙
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カンバス 九卿
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九星

強弱記号
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行政
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ギリシア文字

共役角
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結婚記念日
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甲州街道

酵素
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皇朝十二銭

後漢
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五行

国際単位系

国際収支
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国民の祝日

五胡十六国
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五摂家

五代 五代十国
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さ行

西国三十三所

錯角

三角関数

算木
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四国八十八箇所
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執権
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四等官
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私年号
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尺貫法
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周期表
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十三経注疏
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十三仏 十二神将
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十二門
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十二律

92

広
辞
苑
イ
ラ
ス
ト
集



十八檀林 植物帯
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植物ホルモン

諸子百家
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清

95

広
辞
苑
イ
ラ
ス
ト
集



親族

96

広
辞
苑
イ
ラ
ス
ト
集



震度階級

97

広
辞
苑
イ
ラ
ス
ト
集



前漢

染色体
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奏法記号
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速度標語

対当関係た行
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断層
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天気記号
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は行
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フロン 分国法
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北条
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ヤード‐ポンド法
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令外官

暦法
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ローマ字 ローマ数字
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ロシア文字
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渡り鳥（１）

わ行
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渡り鳥（２）
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凡 例 集
搭載されている辞書ごとに表記上の取り決めや略語、
記号の意味をまとめてあります。これらを理解することで、
より快適に記載内容を読み進めることができます。
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広 辞 苑

見出し語

品詞略語表

仮名遣い

表記形

品詞の表示

慣用句

原則として『現代仮名遣い』(1986年７月内閣告示)の方式に従って表記した。

【　】の中に、見出し語の仮名に相当する漢字または外国語のつづりを示した。

品詞の別は、略語をもって［　］内に示した。

略語については後述の“品詞略語表”“活用の種類略語表”を参照のこと。

(1) 名詞および連語には、原則として品詞の表示を省略した。

(2) 動詞には自動詞・他動詞の別ならびに活用の種類を、文語形容詞には活用の種類を示した。

※動詞の四段活用・五段活用については、文語としての用法しか認められない語に限って、

　四段活用とした。

慣用句は独立した項目として収録し、解説した。見出し語の冒頭には"　　"を標示した。

名詞

代名詞

自動詞

他動詞

句

形容詞

連体詞

副詞

助動詞

助詞

接続詞

接頭語

接尾語

感動詞

枕詞

〔名〕

〔代〕

〔自〕

〔他〕

〔形〕

〔連体〕

〔副〕

〔助動〕

〔感〕

〔枕〕

〔助詞〕

〔接続〕

〔接頭〕

〔接尾〕
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五　　　　五段活用

四　　　　四段活用

上一　　　上一段活用

上二　　　上二段活用

下一　　　下一段活用

下二　　　下二段活用

カ変　　　カ行変格活用

サ変　　　サ行変格活用

ナ変　　　ナ行変格活用

ラ変　　　ラ行変格活用

ク　　　　ク活用

シク　　　シク活用

解説

本文の表記

術語の分類

(1) 説明の本文は現代仮名遣いに従って表記した。動植物名・外来語、また、発音や語形を示す場合は、

　  適宜に片仮名を用いた。

(2) 漢字の字体は、常用漢字ならびに人名用漢字はいわゆる新字体を、他は広く通用している字体を

　  採用した。

専門学術用語には、その分野を明らかにするため、必要に応じて、

解説の冒頭に〔　〕でかこんでその語の分類略語を標示した。

略語についてはP.140“学術語・専門語略語表”を参照のこと。

活用の種類略語表

（例）
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漢語の出典

漢字の使い分け

用例

漢語または諺（ことわざ）の類には、必要と認めた場合、

漢籍の出典を［　］でかこんで解説の冒頭に掲げた。

原典名の下に小字で篇・章名を付した。

【　】内に二つ以上の漢字表記があって、語義によって使い方が異なる場合は、語義区分

の直後に《　》で囲んで、該当する漢字を掲げた。また、項目末尾に◇を付して、現代よく使う

漢字の使い分けを説明した場合がある。

① 引用古典には、下記のようにジャンル名を略称で記したものがある。

② 見出し語に相当する部分は「―」で略した。活用語の場合は、
　語幹を「―」で表し、「・」をつけて活用語尾を送った。ただし、
　語幹と語尾とを分けにくい場合は「―・」を用いなかった。

解説

浮　　浮世草子

伎　　歌舞伎

黄　　黄表紙

狂　　狂言

幸若　幸若舞曲

滑　　滑稽本

洒　　洒落本

浄　　浄瑠璃

新内　新内節

伽　　御伽草子

人　　人情本

謡　　謡曲

（例）

（例）
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JIS外字 ① 本電子辞典では、JIS外字を特殊記号外で置き換えた箇所がある（12dotフォント使用時）。

　「ズーム表示」を機能させることにより、もとの表記を参照することができる。

② 本電子辞典のフォントでは細かな字画を正確に表示することができない場合がある。

　この場合、「ズーム表示」を機能させることにより正確な字形を参照することができる。

〔哲〕

〔論〕

〔心〕

〔宗〕

〔仏〕

〔神〕

〔史〕

〔法〕

〔経〕

〔教〕

〔社〕

〔美〕

〔言〕

〔文〕

〔音〕

〔数〕

〔理〕

〔化〕

〔天〕

〔気〕

〔地〕

〔生〕

〔植〕

〔動〕

〔医〕

〔機〕

〔電〕

〔農〕

〔建〕

哲学

論理学

心理学

宗教

仏教

神話

歴史

法律

経済

教育

社会学

美学・美術

言語・音韻

文学

音楽

数学

物理

化学

天文

気象

地学

生物

植物

動物

医学・薬学

機械工学

電気工学

農林

建築・土木

学術語・専門語略語表
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ジ ー ニ ア ス 英 和

見出し語

並べ方

重要語の表示

アルファベット順に並べてある。
同じつづりで大文字・小文字の違いの
あるものは、小文字→大文字の順。

同じつづりで語源の異なる語は別見出しとし、右肩に番号をつけた
（ただし、説明の都合で同語源でも別立てとしたものがある）。

略語の形（ピリオドの有無、大文字か小文字か）は必ずしも１つに決まっていないが、大文字の
略語はピリオドなしとすることが近年普通になってきているので、実情に応じてピリオドなしの
形を優先的に示した。

重要度に応じて次のような記号をつけてランクを示した。

（例）

＊＊　　　Ａランク　　中学学習語（約1100語）

＊　　　　Ｂランク　　高校学習語（約3400語）

＋　　　　Ｃランク　　大学生・社会人に必要な語（約9200語）

無印　　　Ｄランク　　その他の語（約65300語）
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いろいろな
つづりが
ある場合

米国式と英国式のつづりがあるときは、米国式を優先し、英国式つづりは参照見出しとした。

◇語尾が「-ize,《英ではしばしば》-ise」の語は，Dランクの場合、参照見出しを省略した。

(　) は省略可能の部分、-は最初のつづりとの共通部分を示す。(　) 部分もアルファベット順に

含めて配列した。

(-)はハイフンつきまたはハイフンなしの１語となることを示す。

（例）英国式（例）米国式

（例）（例）

（例）

142

凡
例
集



発音の表記

本義・原義

発音記号は別表「発音記号表」のものを用い、/　/に入れて示した。省略可能な音は (　) に入れて示した。
第１強勢（ストレス）は「 ´」、第２強勢は「｀」をつけた。複数の発音が併記してある場合は、最初に示したもの
が最も一般的な発音である。発音の一部を省略するときは、省略部分をハイフン (-) で示した。発音が同じで強勢の
位置だけが異なるときは、ダッシュを使って/́ -`--- / のように表記した（１音節につき１つのダッシュ）。
品詞によって発音が違うときは、見出し語の直後に一括して掲げた（重要語についてはそれぞれの品詞のところにも
示した）。【動】＋ は「動詞の場合はこの発音もある」という意。

米音と英音 米国式と英国式の発音が異なるときは、米音・英音の順で示し、間に「｜」を入れた。
ただし、米音と英音が規則的に対応する場合には、「発音記号表への注」の１に示すような
読み替えを行なう。

派生語の発音 Ｃランク以下の派生語は，元になった語に追加する部分・発音の違う部分だけを示した。
Ｄランクで次のような語尾で終る語は、特にまぎらわしい場合を除いて，発音を示さない。

-er /-´ (r)/　-ing /-iN/　　-ed /-id,-d,-t/　　-ist /-ist/　　-ism /-izm/
-ly /-l i /　　-ment /-m´ nt/　　-ness /-n´ s/　　-less /-l ´ s/

Ａ、Ｂランクの語については、意味の総合的な理解を助けるため、その語の語義全体の基本となる「本義（中核的意味）」、
もしくは「原義（語源的意味）」を〔　〕に入れて示した。
　watch〔「目を覚ます」が原義〕
　receive〔後に(re)取る(ceive)〕
　go〔発話が行なわれた時点または発話の中で示された時点に、go の主語が話し手[聞き手]の所から他の場所に
「行く」というのが本義。「行く」と「至る」の２義に分けられる (←→ come). cf. take II〕。
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◇「原義」としてどこまでさかのぼったものを示すかは、語の事情によりさまざまである。
　時には必要により語義の派生的・発展的意味をも示した。
　ear〔「耳」の機能面から「聴覚・傾聴」、形状面から「(水差しの)取っ手」などの意が生じた〕
　〔→able〕は able の項を参照せよ、の意。

Ｃランク以下の語や成句についても、その語句の理解に役立つ語源的情報などを適宜〔　〕で示した。

由来
外来語（完全に英語化しているものも含む）は、その由来する言語名を〔フランス〕
〔スペイン〕などとして示した。
　〔聖〕は聖書、〔Shak.〕はシェイクスピアの作品に由来する句・用法であることを示す。

品詞の表示
品詞は次のように示した。

名詞

代名詞

動詞　　

　　　　　　　　　　

助動詞

前置詞

形容詞

副詞

間投詞

接続詞

接頭辞

接尾辞

連結形

略語

記号

自動詞

他動詞 接頭

接尾

連結

略語

記号

名

代

動

副

間

接

助

前

形

自

他
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語形変化

語形変化の表示の原則

名詞、動詞、形容詞、副詞の語形変化は、品詞表示のすぐ後に (　)に入れて示した。

Ａ、Ｂランクの語については、規則変化もすべて発音とともに示した。

Ｃランク以下の語については、不規則変化と、注意を要するもの（子音を重ねる場合など）だけを示した。

非分離複合語・ハイフン付き複合語については、原則として後半の要素（例えば bookshelf では shelf）の変化と

同じであるので、省略した場合もある。

～は見出し語まるごとの代用、-は見出し語の一部（音節の切れ目から前）の代用である。/～/ は（語形変化した場合

でも）発音が見出し語と同じであることを示す。

名詞の複数形
(　　　) と表示した。つづりが -o で終る語、その他注意を要する語については、Ｃランク以下でも複数形を示した。

形容詞・副詞の比較変化
Ａ、Ｂランクの１、２音節からなる形容詞・副詞については比較変化をすべて示した。(-er型) とあるのは原級に

 -er 、estを付加するものである。他の場合は (-・i・er[est]) のように明記した。

３音節以上で表示のないものは more 型である。

◇現代英語では -er 型だった語がしだいに more 型へ変わっていく傾向がある。くわしくは more 【副】 の項の ◇[語法] 参照。

複
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語義の区分・順序

Ｃランク以下の語では、表示のない場合、１音節の語では -er 型、２音節以上の語では more 型である。-y を i に

変えて -er をつけるものも単に (-er型) と表示した。２音節以上の語で -er 型のもの、１音節の語で more 型のもの、

その他注意を要するものは明示した。

◇ (or -er型) は more 型と -er 型の両方が用いられることを示す。

　-er, -est をつけるとき語尾の子音を重ねるものは（-tt-）（《(英》-ll-）などと示した。

比較
Ａ，Ｂランクの語を中心に、形容詞・副詞で通例比較変化しない語・語義には、(φ比較)と表示した。

語義の区分・順序
語義は 1, 2, 3 ...の数字で区分し、さらに必要に応じて a, b, c ...やセミコロン(;)で区切って示した。

多くの語義のある語では、I, II, III ...で大きな意味ブロックに分けた。

語義を掲げる順序は、現代の使用頻度順を原則としながら、意味の関連・展開がわかりやすい順序となるように

工夫した。
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語の使われる地域、文体、時代的差異などに関するスピーチレベルは、　　に入れて

示した。主なものは次のとおり（指示のない語は普通に用いられる一般語である）。

非標準　      非標準英語（標準英語には特に表示しない）社会的差異

レジスター

（標準英語内

における機

能的差異）

年齢的・

人種的・

性的差異

正式

略式

俗

性俗

文

詩

まれ

堅い書き言葉・話し言葉（時に  文  に通じる）

くだけた書き言葉・話し言葉

俗語、非常にくだけた話し言葉

性的な俗語（下品な語、タブーとされる語も含む）

文語、堅い書き言葉（時に    古     詩    に通じる）

詩で用いる言葉

使用頻度のきわめて低い言葉　

学生語

小児語　

黒人語　　　米国の黒人特有の言葉

スピーチレベル
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方言

米

英

カナダ

豪

南ア

イング

北イング

スコット

アイル

ある地域でだけ用いる。  英方言  とあれば
英国のある地域でのみ用いる言葉ということになる。

米国でのみ用いる。

英国でのみ用いる。

カナダでのみ用いる。

オーストラリア・ニュージーランドでのみ用いる。
ニュージーランドだけで用いる場合は特に 
  ニュージーランド  と表示した。

南アフリカ共和国でのみ用いる。

イングランド方言

北部イングランド方言

スコットランド方言

アイルランド方言

地域的差異

やや古

古

廃

時代的差異

スピーチレベル

その他、必要に応じていろいろな地域名を用いた。
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以上を組合わせて　米古　　米略式　　豪俗　　などという表示も用いた。
　また「主に」「…ではしばしば」「…では時に」「もと」などの言葉も用いて、
特に地域ごとの使用実態を示すようにした。
組合わせる場合、「または」の意では中点（・）を入れた。

その他、場面を表す短い言葉（　空港のアナウンス　　店員の
言葉など　）を　　　で示した。

その他スピーチレベル 愛称

掲示

Eメール
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主に英国で用いる。米国で用いることもある。

英国では主にこの語句・語形を用いる。他の語句・語形を
用いることもある。米国では用いない。

英国ではこの語句・語形を用いることもよくある。
米国では用いない。

英国では時にこの語句・語形を用いることもある。
米国では用いない。

英国でまれにこの語句・語形を用いることがある。
米国では用いない。

英国で古い用法でのみ用いる。米国では用いない。

英国とカナダでのみ用いる。

主に英

英では主に

英ではしばしば

英では時に

英まれ

英古

英・カナダ

米国起源の語であるが英国でも普通に用いられるものは通例無標示。
ただし　もと米　を付した場合もある。
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　　と

名詞の      と
名詞には、数えられるものに　　 (countable)、数えられないものに 　　 (uncountable) の記号をつけた。

語義番号の前にある記号は全部の語義に共通である。番号の後の 　　　　は、次の記号があるまで適用される。

　　　の意味
　  名詞は、単数形では a、an (または the、 my、 any) などの決定詞が必要であり、複数形にすることができる。

      名詞は、冠詞（または他の決定詞）なしで用いることができ、複数形にならない。いわゆる物質名詞、

抽象名詞、集合名詞などがこれに含まれる。特に a、 an がつくときは [a ～]、また [しばしば a ～] [しばしば ～s] は

[or a ～]、[or ～s] などと示した。

[集合的に] としたものには通例　　　  をつけない。

固有名詞には　　　  記号をつけない。

関連する用法の表示
[the ～] [a ～] [～s] [the ～s] [one's ～] などとあるものは常にこの形で用いられることを示す。

この場合　　　  はつけない。

複数形の語の語義については、必要に応じ、[単数扱い] [複数扱い] [単数・複数扱い] という表示をした。

[単数扱い] の語が主語になった場合は単数の主語に呼応する動詞を用い、また単数の代名詞で受ける。

UＣ

Ｃ U

Ｃ U

Ｃ U

UＣ

U

Ｃ

U Ｃ

U Ｃ

U Ｃ

（複数形で表示のないものは複数扱いである。）
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発音記号表

*印およびその他詳細については「発音記号表への注」参照。

*ジーニアス和英辞典と共通の内容です。

/p/

/b/

/t/

/d/

/k/

/g/

/f/

/v/

/T/

/D/

/s/

/z/

/S/

/Z/

/ts/

pen, cup

boy, job

team, sit

date, pad

kick, cut

gate, leg

fight, puff

voice, save

three, tooth

this, bathe

sun, pass

zoo, noise

she, cash

vision, pleasure

cats, roots

reads, adds

chart, catch

July, bridge

hot, who

man, sum

not, run

song, singer

light, tell

red, terrible

yes, opinion

well, one

what, while

Bach
（外国語のみ）

Köchel
（外国語のみ）

無声化を示す：
umph/mmm/

/dz/

/tS/

/dZ/

/h/

/m/

/n/

/N/

/l/

/r/

/j/

/w/

/hw/*

/x/

/C/

 。

sea, piece

hit, pick

set, red

bat, cap

laugh, staff

father, calm

hot, watch

cup, bus

law, ball

long, soft

book, would

soup, food

new, pursue

collect, sofa

paper, sister

bird, early

courage, current

take, eight

right, try

choice, toy

out, cow

rope, road

star, par

door, store

deer, fear

hair, care

tour, poor

serious, cereal

parent, vary

tourist, curious

【母音】 【子音】

/    r/*

/    r｜ r/*

/ei/

/ai/

/  i/

/au/

/ou/*

/A  r/*

/    r/*

/i  r/*

/e  r/*

/u  r/*

/-i  r-/*

/-e  r-/*

/-u  r-/*

v

e

e

c

c

e

e

e

/i  /

/i/

/e/

/Q/

/Q lA  /

/A  /

/A/*

/  /

/    /

/  ( )/*

/u/

/u  /

/(j)u  /*

/  /

/  r/*

v

c

c

e

e

。 。
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発音記号表への注

１．米音と英音

/lQf｜lA:f/ のような場合、｜の左側が米国式、右側が英国式の発音である。

  米+  、  英+  は「米国ではこの発音もある」、「英国ではこの発音もある」の意。

*印の音については米音と英音が異なっていて、次のように対応している。

/A/
/ç( )/
/(j)u  -/
/´(r)/
/´  (r)/
/´  r｜√r∑/
/ou/
/A  (r)/
/ç  (r)/
/-i  r∑-/
/-e  r∑-/
/-u  r∑-/
/(h)w-/ /w-,  米+   hw-/

/ç/
/ç/
/ju  -/
/´/
/´  /
/√r/
/´u/
/A  /
/ç  /
/-i´r∑-/
/-e´r∑-/
/-u´r∑-/

（英音を特に示すときは /ç/ を用いた）

（英音を特に示すときは /´u/ を用いた）

´ ´

米音 英音

/A/
/ç  /
/u  -/
/´‘/
/‘  /
/‘  /
/ou/
/A‘/
/ç‘/
/-ir∑-/
/-er∑-/
/-ur∑-/

ジーニアス和英辞典と共通の内容です。
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３．あいまい母音 /´/

　　通常「あいまい母音」と呼ばれている /´/（記号の名称は「シュワー（schwa）」）は、「そのつづり字の母音を弱

　　く発音した音」を表す。 /´/ は時に「日本語のアの弱い音」というように説明されることもあるが、実際にはそれ

　　だけでなく、かなり広い範囲の音が含まれるわけである。

　　例えば、today  /t´d́ei/ の /t´-/ は、「タ」ではなく、/tu-/ の方に寄った音である。

４．/´r/と/´:r/
　　米音における /´r/ と /´:r/ は、/´＋r/ と /´:＋r/ という２つの音の連続ではなく、実際には、それぞれ/‘/ /‘:/ という

　　１つの母音として発音される（/‘/の記号は「かぎ付きのシュワー（hooked schwa）」と呼ばれる）。

　　母音の /‘/ /‘:/ は、いわば子音の /r/ を長めに発音した音（すなわち音節主音的な /r/）であり、これら３つの音の

　　音質は、実質的に同じであると考えてよい。

５．音節主音的子音の発音表記

　　主として日本人の発音に多い誤りを防ぐ配慮から、次のような語の終りにくる「音節主音的子音

　　（syllabic consonant）」/l/  /m/  /n/  の前では通例母音を表示しない。

２．/i/ と /i:/、/u/ と /u:/
　　/i/ と /i:/、/u/ と /u:/の違いは、音の長さの違いではなく、音質の違いである。すなわち、/i/ /u/ は舌の位置が低い、 

　　緊張がない、唇の形が緩む、といった特徴があるのに対し/i:/ /u:/は舌の位置が高く、緊張があり、唇が張って

　　［/u/では丸められて］いる（この点、「おじいさん」と「おじさん」を母音の長さで区別する日本語とは事情が異なる。

　　実際のところ、beat /b́I:t/ と bid /b́Id/ の母音の長さはほとんど等しい）

　　本辞典では従来からの記号を使って表記をしているが、上記の点を考慮して/i/ /u/ の代りに /I//U/ で表記することも

　　多くなってきている。
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(1)

　

(2)

(3)

´

´

´

´

    /pl/ principal /pŕIns´pl∑/
　/kl/ local /loukl/

　/sl/ Russell  /r√sl/

　/bl/ global /gloubl/

　/fl/ beautiful /bj́u:t´fl/
 （ただし「…１杯分」の -ful は /-fùl/ ）

　/zl/ drizzle /dŕIzl/

　/tl/ metal  /ḿetl/

　/nl/ national /ńQS´nl/

    /ml/ normal /ńç:(r)ml/

　その他 /dl/ /gl/  /vl/  /Sl/ など。

　副詞形では normally  /nç:(r)m´li / のようになる。

  

   /zm/ prism /pŕIzm/

   /Dm/ rhythm /ŕIDm/

　

´

´

´

´

   /tn/ cotton /kAtn/

　/pn/ happen /hQpn/

　/dn/ harden /hA:(r)dn/

　/zn/ reason /ŕI:zn/

　/sn/ lesson /lesn/

　その他 /fn/ /vn/ /kn/ など。

   また、/   l /  /   m /  /   n /  /   r / は、それぞれ音節主音的な

    /l/ /m/ /n/ /r/ として発音されることがあることを示している。
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６．強勢（ストレス）とアクセント

　　アクセントと強勢（ストレス）ということばはしばしば同じように用いられるが、 正しくは、強勢は音の強さ

　　（大きさ）を表す用語であり、 音の高さや長さとは関係がないのに対し、アクセントは、音の強さ（大きさ）に

　　加えて、 音の高さや長さなどの要素を総合したものを指す。本辞典の《アクセント注意》は、内容としては「強

　　勢の位置に注意せよ」の意味である。なお、英語のアクセントは強勢を主とする「強さアクセント（stress

　　accent）」であるのに対し、日本語のアクセントは音の高低による「高さアクセント（pitch accent）」という

　　違いがある。

７．強勢の位置の変化

　　強勢（ストレス）は、(1) リズムの都合により，また (2) ２つのものを対照させる場合に、その位置が変化する

　　ことがある。

(1) 英語では、強弱のリズムを整えるために、第１強勢が連続することを避けようとする傾向がある。例えば、

　　後ろの方に第１強勢のある形容詞（または形容詞的用法の名詞）がすぐ次の名詞を修飾するとき、その形容詞

　　の第１強勢が前に移動して、第２強勢のあった位置に置かれることがある。これを「強勢移動」（stress shift）

　　という。強勢移動が起きるかどうかは、人により、場合により異なるが、本辞典では、一般に強勢移動がよく

　　起こる語については《◆限定用法では /́ ----/》のように注記した。

　　例：Japanese　普通はJ`apańese だが、例えば boy を限定的に修飾するときは通例 a J́apan`ese b́oy となる。

 　　　　　　　　　分離複合語（ ～́ ápricot など）でも同様。

　　　　New York　単独では N`ew Ýorkだが、「ニューヨーク市」のときは Ńew Y`ork Ć ty となる。

(2)  happy or unhappy（幸福なのか不幸なのか）のように意味を対照させる場合は、unh́appy を本来の強勢位置で

　　発音すると意味の区別にとって重要な un- が聞こえにくくなるので、第１強勢を un- に移動して ́unh`ａppy とし、

　　対照を明確にすることがある。こういう強勢を「対照強勢」（contrastive stress）という。
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おもな文型の一覧

動詞の文型

S　　　　主語

V　　　　動詞

O　　　　目的語

C　　　　補語

M　　　　　 副詞的修飾語句

wh句・節 what, where,

which, when, who, whose,

whom, whether / if, how などで始まる節

【１】SVのグループ（第I文型A）

【２】SVMのグループ（第I文型B）

[SV]　Money talks.

[SV]　Birds are singing merrily.

[SV to do]　He stopped to smoke.

[SV doing]　She came running.

[SVM]　He lives in Kobe.

[SVM]　He got up early.

[SV to do]　I happened to meet him yesterday.

[SV on wh句・節]　The cost depends on how many people attend.

[SVM]　Everything is going well.



157

凡
例
集

【３】SVCのグループ（第II文型）

【４】SVOのグループ（第III文型A）

[SVC]　　　　　　　John is a lawyer.

[SVC]　　　　　　　His son became a sailor.

[SVC]　　　　　　　It is getting cooler every day.

[SVC]　　　　　　　That cap looks wonderful on you.

[SVC]　　　　　　　What matters is how you play the game.

[SV (to be) C]　  　　She seems (to be) happy.

[SVO]　　　　　　　Bees collect honey.

[SV doing]　　　　　She likes swimming.

[SV to do]　　　 　　 I want to go to China.

[SV that節]　　　　　Jane said that she had caught cold.

[SV wh句・節]　　  　I don't know how to use a computer.

[SV wh句・節]　 　　 I doubt whether [if] he will succeed.

【５】SVOMのグループ（第III文型B） [SVO from O]　　   　The police cleared the protesters from the park.

[SVOM]　　　　　 　He kicked the ball out.

[SVOM]　　　　　　 This street leads you to the station.

[SVO from doing]　　Cold weather kept many plants from blooming.

[SVO with O]　　　　Sheep provide us with wool.
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形容詞の文型

【６】SVOOのグループ（第IV文型）

【７】SVOCのグループ（第V文型）

[SVO１ O２]　                      

[SVO that節]　　　　　　　

[SVO wh句・節]　　　　　  

[SVO to do]　　　　　　　  

[SVOC]　　　　　　　　　 We named the island Cook.

[SVOC]　　　　　　　　　 The news made them happy.

[SVOC]　　　　　　　　　 He kept the dog tied to the gate.

[SVO to be C]　　　　　　  I know him to be a brave man.

[SVO to do]　　　　　　　  She wants me to go to the concert with her.

[SVO doing]　　　　　　　 I can see her running along the lake.

[SVO do]　　　　　　　　  We heard her laugh out loud.

[it is ～ of O to do]　　   It was careless of you to take the wrong bus.

[it is ～( for O) to do]　　It is easy for me to read Russian magazines.

[it is ～ that節]　　　　  It is obvious that you are right.

[it is ～ wh節]　　　　   It is not clear what she wants to say.

[S is ～ of O]　　　　　She is fond of rock music.

[S is ～ to do]　　　　   Arabic is hard to learn.

[S is ～ that節]　　　　 I'm sorry that I have kept you waiting a long time.

[S is ～ about wh節]　　I am uncertain about what I ought to do.

He gave me some chocolate.

She told me that John went to Berlin.

He taught me how to use a compass.

I persuaded him to come.
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辞書中では以上のほか、実際の用法に応じて、前置詞・副詞辞などの連語関係を含めて示した。

[SV] [SVO] などの文型表示は、主に、Ａ、Ｂランクの動詞・形容詞の重要な語義について行なった。その他については、

必要に応じて、〔to do〕〔that節〕などで示した。

◇動詞文型の【１】【２】両方に SV to do の型があるが、【２】の to do は文として必須の要素であるのに対し、

【１】では to do がなくても文として成立する。

名詞の文型

〔to do〕　　  He has plans to visit Nara again.

〔to do〕　  　There is no necessity for you to do it at once.

〔of doing〕　 There is little chance of his visiting this week.

〔that節〕　    The news that he would not recover distressed me.

〔wh節〕　      I have no notion (of) what you mean.



ジ ー ニ ア ス 和 英

見出し語とその並べ方　

かな見出し（ひらがな・カタカナ）で、国語辞典式の五十音順に並べた。

清音・濁音・半濁音の順。「っ」(促音)、「ゃ」「ゅ」「ょ」(拗音)は、

それぞれ「つ」「や」「ゆ」「よ」の次に置いた。カタカナ見出し中の

長音符（ー）は、その直前の音の母音を重ねたものとして配列した。

主要な見出し語については、日本語の類義語・関連語を、見出し語の直後

（意味の区分があるときはその区分の直後）に 〔〕に入れて掲げた。

ここに掲げた語を参考にして他の日本語による表現・言い換えを知ること

により、求める英語表現への多様なアプローチが可能になる。

かな表記・漢字表記とも同じ見出しが２つ以上あるとき（これは主として

対応する英語の品詞によって分けたもの）は、肩に数字をつけ、後ろに

〈 〉で区別の手掛りを記した。カタカナの同音語も同様である。

英語の品詞が見出し語から推測しにくいときにも、〈形〉などで英語の品

詞を示した。

助詞・助動詞・接尾辞など独立では用いられない語は、長いハイフン（―）

をつけて見出しにした。

必要に応じ、見出し語を意味によって大きく区分して、① ② … で示した。

あいする1　[愛する]〈動〉
あいする2　[愛する]〈形〉
ライト1　 〈明り〉
ライト2　 〈野球〉

（例）

―に  ―すぎ  ―たい  ―など（例）

あたま[頭] ① [頭部]  ② [頭髪]  

③ [頭脳]

（例）
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見出し語にほぼ対応する英語があるときは、「英語中見出し」を置き、参照

ボタンを選択すると、その発音（わかりにくいもののみ)・文型・語義・用

法・用例などが英和辞典と同じ方式で現れるようにした。

配列は、その見出し語を含む文・句を英語で表現する場合の有用性を考慮

して並べた。

英語用例・成句

英語中見出しとは別に、見出し語を含む文・句を英語で表現する場合に役に立つ英語用例（英語中見出し以外の語
を用いたもの）・成句を、「　その他の用例」として掲げた。

複合語・慣用表現

●見出し語を含む複合語・慣用表現・慣用表現を含む文などと、それにあたる英語を、　　印の下に掲げた。

●英語の単語（または分離複合語、短い句）が対応する場合は、まずそれを英語中見出しと同様に掲げ、必要に

　よって用例を付した。別の英語との区切りは ; で区切った。

重要度の表示

英語としての重要度に応じて、次のようにランクを示した。

＊
＊ 

＊

Aランク 

Bランク 高校基本語

中学基本語

▲

複
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名詞

代名詞

形容詞

副詞

接頭辞

複合語・慣用表現

その他、句動詞以外の成句でも、形や語義からわかりにくいものは [副][接]のように機能表示をした。

● 　　 　　表示のある語は名詞、　　　　表示のある語は動詞である。

● 成句のうち、go on, get over のように「動詞＋前置詞または副詞辞」からなる「句動詞」には、

　 成句としての機能（品詞に準ずるもの）を次のように表示した。

品詞表示

品詞は次のように示した。

 [自] 自動詞＋副詞辞 目的語なし

目的語は前置詞の目的語である。

 [他] 他動詞＋副詞辞

 [自＋] 自動詞＋前置詞(＋目的語)

他動詞なので目的語をとる。副詞辞は原則として目的語（O）の前にも後にも

置かれる（get over O/get O over のいずれも可)。ただし O が代名詞の場合は

通例 get O over のみ可。

名

代

形

副

接頭

連結形

接尾辞

動詞

自動詞

他動詞他

他

動

自

自

接尾 助動詞

略語

前置詞

接続詞

間投詞

助

略

前

接

間

Ｃ U
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人が自分の意志でコントロールできない状態・出来事を表す。　　　(stative) 

人が自分の意志でコントロールできる状態・出来事を表す。

● 　　は数えられる名詞(countable)、　　は数えられない名詞（uncountable）を示す。

　   他の注記によって用法が示されているときは　　　　を付けない。　　名詞であっても、その種類を

       問題にするとき（「何種類かの…」「何色かの…」など）に　　扱いになるものは「chalk 　　(種類　　)」

      と注記した。

● 動詞・形容詞には、必要により、　　　　の別を示した。

　　　(dynamic) 

スピーチ・レベル

〔正式〕

〔略式〕

〔俗〕

〔文〕文語

〔男性語〕

〔女性語〕

〔小児語〕

〔米〕 

〔英 〕

〔やや古〕

語の使われる地域・文体などを〔　〕で示す。指示のない語は普通に用いられる一般語である。
主なものは次のとおり：

堅い書き言葉・話し言葉

くだけた書き言葉・話し言葉

俗語、非常にくだけた話し言葉

学術語・専門語略語表

Ｃ

Ｃ
Ｃ

Ｃ

U

S D

S

D

U U

U
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(  )

[  ]

→ 

←→

×

省略可能な部分、補足的部分

直前の語と入れ替え可能（英語とその訳の日本語の両方に[　]があるときは、両者が対応している)

語義・訳語の直接の定義・説明

関連情報、注記など

…を見よ、参照せよ

反意語・対になる語

文法的に誤った英語、語法上不適切な表現（時として使われる言い方でも、標準的とはいえない
もの、外国人学習者としては用いない方が無難なものに×印をつけた場合もある）

いろいろな注記・記号

《  》

《◆  》

  ＝  

【聖】【Shak.】

（用例中）

別の言い方、言い換え

それぞれ聖書、シェイクスピアの作品に由来する句・用法であることを示す。

［　］下降調

［　］上昇調

［　］下降上昇調

［　］部分下降調

［　］若干の休止

イントネーション

など
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いろいろな注記・記号
哲学

天文学

電気（工学）

コンピュータ

電子工学

動物（学）

土木（工学）

農業・農学

バスケットボール

美術・美学

美術史

物理（学）

プロテスタント

米国史

法律・法学

薬学

郵便

林業・林学

倫理（学）

ローマ神話

論理学

〔アメフト〕

〔アングリカン〕

〔医〕

〔印〕

〔映〕

〔英史〕

〔音〕

〔音声〕

〔化〕

〔絵〕

〔化工〕

〔カトリ〕

〔機〕

〔ギ神〕

〔魚〕

〔漁〕

〔軍〕

〔経〕

〔建〕

〔言〕

〔工〕

〔鉱〕

〔史〕

〔歯〕

〔社会〕

〔狩〕

〔宗〕

〔商〕

〔植〕

〔織〕

〔神〕

〔心〕

〔人類〕

〔数〕

〔生〕

〔政〕

〔生化〕

〔聖書〕

〔精神医〕

〔地〕

〔虫〕

〔鳥〕

〔哲〕

〔天〕

〔電気〕

〔電算〕

〔電子工〕

〔動〕

〔土木〕

〔農〕

〔バスケ〕

〔美〕

〔美史〕

〔物〕

〔プロテ〕

〔米史〕

〔法〕

〔薬〕

〔郵〕

〔林〕

〔倫〕

〔ロ神〕

〔論〕

アメリカンフットボール

アングリカンチャーチ

医学

印刷

映画

英国史

音楽

音声学

化学

絵画

化学工業

カトリック

機械（工業）

ギリシア神話

魚類

漁業

軍事

経済（学）

建築（学）

言語学

工業・工学

鉱物学

歴史（学）

歯科（学）

社会学

狩猟

宗教（学）

商業・商学

植物（学）

紡織

神学

心理学

人類学

数学

生物（学）

政治（学）

生化学

聖書（学）

精神医学

地学・地質学

昆虫

鳥類

このほかの分野については省略しない形で、または「学」だけを省略して示してある。（例［教育］＝教育（学））。



見出し語とその書式

エ行とオ行の長音は、「エー」「オー」で表記した。慣用として「エイ」と「オウ」が一般的な場合は、

それを用いた。

原音のｄｉ、ｔｉには「ジ」「ディ」、「チ」「ティ」の２通りの表記

があるが、慣用に従った。

ジオラマ
ディーゼル

（例）

原語の異なる同音語や、同じつづりでも語源の異なる語は別見出し語

とし、右肩に１、２… の数字を付けて区別した。

配列は原語のアルファベット順とした。

シート1［seat］
シート2［sheet］�

（例）

原語

漢字・ひらがなとカタカナが混じったもので原語が特定できないもの

は、その部分をダッシュで省略した。

和製語のものは［�］内の原語の後に「（和）」を入れた。

漢字やひらがなの混じった語は、「（和）」を入れていない。

オートロック［autolock（和）］
商工ローン［―loan］

（例）

オスロ合意［Oslo―］（例）

原語はその外国語としては成立するが，意味が極めて日本独自の内容
で用いられているものなどには、本文中に「和製用法」の記述を
入れた。

デノミネーション［denominatiom］（例）

カ タ カ ナ 新 語 辞 典

《経》貨幣の呼称単位を切り下げる
 こと。……◆和製用法。
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△�

◆

用例を与えた。

語源、類語解説、日本語と原語の違い
などの補足説明を必要に応じて記述した。

見出し語とその語が同義であることを
示した。

関連語および参照語を示した。

反対語、対語を示した。

原義や他の外国語での表記など、
原語上の注記を与えた。

サーベイランス……△エイズ～

プリマ・ドンナ……◆主役男性
歌手はプリモ・ウオモ

ガゼット・バッグ……　  ガジェット・バッグ

テキスト・ファイル……　  バイナリー・ファイル

ノーマル……　   アブノーマル

カプリッチオ……【原義は「気まぐれ」】

語義と記号
語義：
補注と記号：

語義に複数の意味があるときは、①②③…を用いて示した。

【】

記号 補注 例

同同 同同

関関 関関

反反 反反

専門語・語法など： 医

音

化

気

機

魚

軍

経

芸

医学�

音楽�

化学�

気象�

機械�

魚介の名�

軍事�

経済、経営�

芸術

劇

建

工

鉱

史

写

車

宗

植

演劇

建築

工学、工業�

鉱物�

歴史�

写真�

自動車�

宗教�

植物、植物学

心

数

生

政

生化

地

通信

心理

数学

生物�

政治

生化学、
バイオテクノロジー�

地学�

通信工学、
ニューメディア
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●表記�

　略語は、ピリオドがついたり、つかなかったりするが、本辞典では原則として、ピリオドを省略した。�

●配列�

　１アルファベット順とした。�

　２漢字やひらがな、カタカナ、数字は語順の上では無視した。ただし、同じアルファベットに漢字やカナがつく

　    場合はその読みの五十音順とした。また、数字は原則として読まないこととし、数の大小をもとに配列した。�

     （例）Ａ型�Ａ型肝炎　Ａ規約

●読み方�

　１アルファベットどおりの読み方の場合は、表示しない。

     （例）DNA［deoxyribonucleic acid］……�

    ２アルファベットどおりの読み方以外の読み方があるものは、（�）でくくって示した。�

     （例）DOS / V（ドスブイ）

哲

天�

電

電算

動

農�

美

哲学�

天文�

電気、電気工学

コンピューター�

動物、動物学

農業�

美術

服

文

法

薬

理

アメフト

服飾�

文学�

法律�

薬学�

物理

アメリカン・
フットボール�

バスケット

バレエ

バレー

フィギュア

接頭

造語

 バスケットボール

（ダンスの）バレエ

 バレーボール

 フィギュア・スケート

 接頭辞�

 造語成分
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・広辞苑
・逆引き広辞苑
　株式会社 岩波書店 辞典編集部　Tel: (03) 5210-4178

・ジーニアス英和辞典
・ジーニアス和英辞典
・類語辞典
　株式会社 大修館書店　Tel: (03) 3294-2355

・カタカナ新語辞典
　株式会社 学習研究所　Tel: (03) 3493-3286

お問い合わせ番号は都合により予告なく変更する場合がございますので、ご了承ください。

各辞典の記述内容に関するお問い合わせは

記 述 内 容 に つ い て の お 問 い 合 わ せ 先
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形式：IDF-2100

収録辞典：『広辞苑第五版』(岩波書店)
　　　　　『ジーニアス英和辞典第三版』(大修館書店)
　　　　　『ジーニアス和英辞典』(大修館書店)
　　　　　『類語辞典』(大修館書店監修)
　　　　　『カタカナ新語辞典最新第五版』(学習研究社)

表示：240×120　ドットマトリクス液晶表示

文字：12ドットフォント
　　　拡大文字：24ドットフォント(搭載した全モード)

電源：単４形アルカリ乾電池(LR03)2本

消費電力：150mW

使用時間：約100時間
　　　　　(使用温度25℃、ジーニアス英和辞典の画面での
　　　　　連続表示の場合)

※ 使用状態(環境)によって電池寿命が変ることがあります。

オートパワーオフ：10分以内で、
　　　　　　　　　1分単位での設定可能

使用温度：0～40℃

寸法：(開いた状態)
　　　幅117ｘ奥行き136ｘ高さ17.5mm

　　　(閉じた状態)
　　　幅117ｘ奥行き72ｘ高さ17.5mm

重量：135g (電池含む)

改良のため、予告なしに仕様の変更を行なうこと
がありますので、予めご了承ください。

主な仕様

仕 様

仕
様
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※ 札 幌 サ ー ビ ス セ ン タ ー

※ 仙 台 サ ー ビ ス セ ン タ ー

※ 大 宮 サ ー ビ ス セ ン タ ー  

　東京QRセンター（持込のみ）
　新宿サービスセンター（持込のみ）

※キヤノンテクニカルセンター
（郵送・宅配のみ）

※ 横 浜 サ ー ビ ス セ ン タ ー

※ 名 古 屋 Q R セ ン タ ー

※ 大 阪 Q R セ ン タ ー

※ 広 島 サ ー ビ ス セ ン タ ー
※ 高 松 サ ー ビ ス セ ン タ ー

※ 福 岡 サ ー ビ ス セ ン タ ー

☎（011）728-0665

☎（022）217-3210

☎（048）649-1450

☎（03）3837-2961
☎（03）3348-4725
☎（0297）35-5000

☎（045）312-0211

☎（052）939-1830

☎（06）6942-7418

☎（082）240-6712
☎（087）823-4681

☎（092）411-4173

〒060-8522

〒980-8560

〒331-8544

〒110-0005
〒163-0401
〒306-0605

〒220-0004

〒461-8511

〒540-0003

〒730-0051
〒760-0027

〒812-0017

北海道札幌市北区北7条西1－1－2　SE山京ビル1F　札幌支店内

宮城県仙台市青葉区国分町3－6－1　仙台パークビルヂング1F　仙台支店内

埼玉県さいたま市桜木町4－247　OSビル1F　大宮営業所内

東京都台東区上野1－1－12　信井ビル1Ｆ
東京都新宿区西新宿2－1－1　新宿三井ビル1Ｆ
茨城県岩井市大字馬立1234　F7棟3F

神奈川県横浜市西区北幸2－6－26　HI横浜ビル2F　横浜営業所内

愛知県名古屋市東区東桜2－2－1 高岳パークビル1F　名古屋支店内

大阪府大阪市中央区森ノ宮中央2－5－3

広島県広島市中区大手町3－7－5　広島パークビルヂング1F　広島支店内
香川県高松市紺屋町4－10　鹿島紺屋町ビル1Ｆ　高松支店内

福岡県福岡市博多区美野島1－2－1　キヤノン販売福岡ビル1F　福岡支店内

（ 北 海 道 地 区 ）

（ 東 北 地 区 ）

（ 関 東 ・ 信 越 地 区 ）

（東京・神奈川・山梨地区）

（ 中 部 ・ 北 陸 地 区 ）

（ 近 畿 地 区 ）

（ 中 国 ・ 四 国 地 区 ）

（ 九 州 地 区 ）

修理受付窓口
修理サービスのご相談は、お買い上げ販売店または、下記のサービス窓口へお問い合わせ下さい。
下記、修理受付窓口の受付時間は9:00AM～5:30PMです。土曜、日曜、祝祭日は休ませていただきます。
（但し、東京ＱＲセンター・新宿サービスセンターの営業時間は10:00AM ～ 6:00PM、休業日は日曜・
祝祭日です。）また、※印のサービスセンターでは、郵送・宅配による修理品もお取扱いを致しております。
お願い：電子辞典のお取扱い方法のお問い合わせは、必ず「お客様相談センター」宛にご連絡下さい。

2002年7月1日現在　上記の記載内容は都合により予告なく変更する場合がございますのでご了承ください。

関東地区・東京地区で郵送・宅配にて修理品をお送りいただく場合は、上記キヤノンテクニカルセンターにお送り下さい。

178



P U B  N o . E - I J - 1 1 1 3 　 © CANON ELECTRONIC BUSINESS MACHINES (H.K.) CO., LTD. 2007　PRINTED IN CHINA




